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は
じ
め
に

「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
と
は
、
第
六
代
観
世
大
夫
観
世
元
広
道
見
に
仮
託

さ
れ
た
謡
伝
書
で
あ
る
。
奥
書
に
永
正
元
年
の
年
記
と
観
世
道
見
の
署
名
を
備
え
る
が
、

い
く
つ
か
の
伝
書
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
成
立
・
書
写
年
代
・
書
写
者
等
は
不
詳
で

あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
独
特
の
呂
律
論
の
ほ
か
に
も
、古
説
と
お
ぼ
し
き
記
事
や
散

佚
曲
・
稀
曲
を
収
載
す
る
有
用
な
資
料
だ
が
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
注
目
さ
れ
ず
内
容
・
伝
本

と
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、第
一
章
と
し
て
伝
書

の
概
要
紹
介
に
紙
数
を
割
い
て
い
る
。
と
は
い
え
難
解
な
記
事
が
多
く
、読
解
の
及
ば
な

い
部
分
を
多
々
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

本
書
で
は
、
呂
と
律
の
性
格
は
音
律
論
で
は
な
く
息
や
ふ
し
の
扱
い
か
ら
論
じ
ら
れ

る
。
そ
の
結
果
、
強
い
発
声
で
柔
ら
か
く
曲
線
的
な
ふ
し
を
謡
う
呂
は
亡
臆
、
ふ
し
な
く

真
っ
直
ぐ
に
謡
う
律
は
祝
言
と
さ
れ
る
。
従
来
祝
言
の
謡
は
、力
強
い
発
声
に
よ
っ
て
ツ

ヨ
吟
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、音
程
の
圧
縮
や
曲
線
的
（
ポ
ル
タ
メ
ン
ト

的
）
な
音
高
移
動
な
ど
、ツ
ヨ
吟
に
は
強
さ
以
外
の
特
徴
が
あ
る
。
音
階
感
覚
の
稀
薄
な

ツ
ヨ
吟
独
特
の
歌
唱
法（4）
は
、必
ず
し
も
祝
賀
的
な
強
さ
か
ら
生
ま
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
第
二
章
で
は
、総
論
と
実
践
論
の
双
方
か
ら
こ
の
伝
書
の
呂

律
論
の
読
解
を
試
み
、呂
の
声
に
よ
る
亡
臆
的
表
現
が
ツ
ヨ
吟
の
歌
唱
法
に
結
果
し
た
こ

と
を
推
論
し
た
。

本
稿
で
は
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
を
「
般
若
窟
文
庫
」、
法
政
大
学
鴻
山

文
庫
を
「
鴻
山
文
庫
」、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
を
「
能
楽
研
究
所
」
と
略
称
す
る
こ
と

が
あ
る
。【 

】
は
筆
者
に
よ
る
補
注
で
あ
る
。

一
、「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
概
要

1
．
書
名
と
伝
本
に
つ
い
て

表
題
の
書
名
は
『
岩
波
講
座　

能
・
狂
言　

Ⅱ
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』（〔
竹
本

一
九
八
八
：
三
〇
七
〕）
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。
同
書
が
「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判

伝
書
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
次
の
二
本
で
あ
る
。

「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
音
曲
論
│
「
呂
の
声
」
を
中
心
に

│

高
橋　

葉
子

本
稿
は
「
永
正
元
年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
の
音
曲
論
を
通
し
て
、
謡
が
声
楽
と
し
て
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
、
そ
の
道
筋
を
探
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
書
の
特
徴
の
一
つ
は
、
世
阿
弥
の
呂
律
論
と
は
逆
に
律
の
声
を
祝
言
の
声
と
し
、
呂
の
声
を
愁
い
（
亡
臆（1）
）
の
声
と
す
る

点
に
あ
る
。
従
来
、
呂
の
声
は
祝
言
の
声
で
あ
り
、
そ
の
力
強
い
発
声
か
ら
ツ
ヨ
吟
と
い
う
特
異
な
声
楽
技
法
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が（2）
、

本
書
に
お
い
て
亡
臆
の
表
現
と
さ
れ
る
呂
の
声
も
ま
た
、
強
い
発
声
と
技
巧
的
な
ふ
し
扱
い
の
点
で
現
在
の
ツ
ヨ
吟
の
特
徴
に
通
じ
て
い
る
。
ツ
ヨ

吟
の
成
立
と
発
展
が
亡
臆
的
表
現
を
も
母
体
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
本
書
は
示
唆
し
て
い
る
。

本
稿
は
第
一
章
で
こ
の
伝
書
の
全
体
的
な
解
題
を
行
い
、
第
二
章
で
本
書
の
呂
律
論
の
読
解
を
試
み
た
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
亡
臆
的
表
現
の
追
及

が
ツ
ヨ
吟
の
成
立
と
発
展
を
促
し
た
と
の
推
論
を
提
起
し
た（3）
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕  
謡　

ツ
ヨ
吟　

ヨ
ワ
吟　

呂
律　

祝
言
亡
臆
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・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
秋
田
家
史
料
『
音
曲
秘
伝
書
』
第
一
冊　

・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
『
五
音　

観
世
道
見
書
物
』

今
回
新
た
に
、刊
本
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
中
巻
（
貞
享
四
年
刊
。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

蔵
）
が
右
二
本
と
同
内
容
で
あ
り
、
か
つ
右
の
翻
刻
本
で
は
な
い
こ
と
が
判
っ
た
の
で
、

本
稿
で
は
こ
れ
を
加
え
た
三
本
を
基
本
資
料
と
し
た
。本
稿
で
は
こ
の
三
本
を
括
弧
付
き

で
「
道
見
伝
書
」
と
略
称
し
、
般
若
窟
文
庫
本
を
般
、
東
北
大
学
本
を
東
、『
謡
曲
拾
穂

鈔
』
を
拾
と
適
宜
略
記
す
る
。

般
若
窟
文
庫
本
は
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
金
春
家
旧
伝
文
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

に
お
い
て
公
開
さ
れ
、
容
易
に
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
を

底
本
と
し
た
。
引
用
に
際
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
東
、
拾
に
よ
り
校
勘
し
た
般
の
本
文

を
用
い
た
。翻
刻
校
訂
の
全
文
は
伝
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
お
い
て
公
開
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
併
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

2
．
観
世
道
見
に
つ
い
て

こ
の
伝
書
の
著
者
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
第
六
代
観
世
大
夫
元
広
道
見
に
つ
い
て
は
、経

歴
を
伝
え
る
資
料
が
少
な
く
研
究
も
少
な
い
。
表
章
は
『
観
世
流
史
参
究
』
の
中
で
、「
六

世
は
系
譜
資
料
や
活
動
記
録
が
少
な
く
て
経
歴
に
不
明
な
点
が
多
く
、『
源
流
考
』【
能
勢

朝
次
著
『
能
楽
源
流
考
』】
の
同
人
の
項
（
８
２
２
〜
８
３
４
ペ
ー
ジ
）
以
外
に
は
ま
と

ま
っ
た
論
考
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
〔
表
二
〇
〇
八
：
一
五
五
〕。

生
没
年
に
つ
い
て
は
、
断
定
資
料
は
な
い
も
の
の
諸
記
録
か
ら
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
て
い

る
。
生
年
は
文
明
三
年
か
ら
五
年
（
一
四
七
一
〜
三
）、没
年
は
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）

と
す
る
の
が
最
新
の
研
究
結
果
で
あ
る
〔
落
合
二
〇
二
二
〕。
享
年
は
五
十
二
歳
前
後
、

在
判
伝
書
奥
書
の
永
正
元
年
で
は
三
三
歳
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
金
春
禅
鳳

（
一
四
五
四
？
〜
一
五
三
二
？
）
の
娘
婿
で
あ
り
〔
表
二
〇
〇
八
：
一
五
六
〕、
禅
鳳
を
は

じ
め
小
鼓
の
宮
増
弥
左
衛
門
（
一
四
八
三
？
―
一
五
五
六
）
や
太
鼓
の
観
世
与
左
衛
門
国

広
（
一
四
九
九
？
―
一
五
八
〇
）
ら
と
活
動
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
与
左
衛
門
国
広

は
道
見
の
娘
婿
で
も
あ
り
、そ
の
太
鼓
伝
書
に
は
道
見
の
名
人
ぶ
り
を
伝
え
る
記
事
が
散

見
す
る
（
元
亀
三
年
奥
書
『
太
鼓
之
書
物
』
等
）。

能
楽
研
究
所
金
春
家
旧
伝
文
書
『
聞
書
色
々
』
に
は
、道
見
か
ら
の
聞
書
き
を
伝
え
る

伝
書
が
合
抄
さ
れ
て
い
る
（〔
宮
本
二
〇
一
〇
：
四
四
―
四
九
〕）。
但
し
、
本
書
の
内
容

と
直
接
関
わ
る
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。

道
見
奥
書
の
伝
書
と
し
て
は
他
に
、
観
世
文
庫
に
元
広
の
署
名
を
持
つ
転
写
本
二
種

『
風
曲
集
』『
水
中
影
光
集
』
が
あ
る
。『
風
曲
集
』
は
世
阿
弥
の
同
名
の
書
と
は
関
係
が

な
く
、室
町
後
期
成
立
の
金
春
座
系
伝
書
を
多
く
含
む
『
花
伝
髄
脳
記（5）
』
の
記
事
を
細
分

し
て
編
集
し
た
も
の
。
元
広
の
名
は
仮
託
と
さ
れ
る
（〔
松
岡
二
〇
二
一
：
二
四
二
〕〔
表

一
九
九
八
：
一
四
九
―
一
五
二
〕）。『
水
中
影
光
集
』（〔
松
岡
二
〇
二
一
：
二
四
四
〕）
は
、

こ
の
『
風
曲
集
』
を
多
く
引
用
し
解
説
す
る
書
で
あ
り
、〔
松
岡
二
〇
一
四
：
四
五
七
〕

に
よ
れ
ば
、第
十
五
代
観
世
大
夫
元
章
の
編
集
と
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
「
道
見
伝

書
」
に
も
『
花
伝
髄
脳
記
』
に
重
な
る
記
事
が
多
く
、
そ
の
点
は
類
似
し
て
い
る
。

な
お
、
道
見
に
仮
託
し
た
能
伝
書
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
も
の
に
、
江
戸
初
期
の
大
坂

の
医
師
真
嶋
円
庵
（
秋
扇
翁
）
に
よ
っ
て
数
多
く
編
ま
れ
た
実
鑑
抄
系
伝
書
が
あ
る
。
観

世
三
郎
元
広
あ
る
い
は
服
部
宗
雪
元
広
な
ど
、道
見
を
思
わ
せ
る
架
空
の
奥
書
を
有
す
る

一
群
の
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
意
図
的
に
元
広
を
装
っ
た
巷
間
の
偽
書
で
あ
り
、
本
書

と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。実
鑑
抄
系
伝
書
に
つ
い
て
は
先
行
研
究（6）
に
よ
り
詳

細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

3
．
関
連
す
る
伝
書
と
先
行
研
究

3
‐
1　

関
連
伝
書

観
世
大
夫
で
あ
る
道
見
の
在
判
伝
書
が
金
春
家
に
伝
来
す
る
こ
と
に
は
、彼
が
金
春
禅

鳳
の
娘
婿
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。道
見
時
代
の
金
春
家
と
観
世
家
の

関
係
を
図
1
に
示
し
、
本
書
と
関
係
の
深
い
伝
書
を
付
記
し
た
（
★
印
）。

禅
鳳
の
三
代
後
の
金
春
大
夫
で
あ
る
安
照
の
著
書
に
は
、「
道
見
伝
書
」
の
文
言
を
ほ
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ぼ
そ
の
ま
ま
に
取
り
入
れ
た
条
文
が
複
数
あ
り
〔
表
・
小
田
一
九
七
八
：
二
三
二
〕、
こ

の
伝
書
が
金
春
家
で
読
み
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。内
容
に
お
い
て
も
本
書
は
金

春
色
が
強
い
と
い
え
る
が
、
詳
細
は
次
節
以
下
と
す
る
。

観
世
座
七
代
宗
節
と
八
代
元
尚
の
二
種
の
伝
書
は
、い
ず
れ
も
自
筆
本
が
観
世
文
庫
に

残
さ
れ
て
い
る
。
宗
節
筆
の
「
十
五
之
次
第（7）
」（
伝
本
に
よ
り
「
音
曲
十
五
之
次
第
」
と

も
）
は
、「
道
見
伝
書
」
第
一
五
条
の
「
音
曲
十
五
之
大
事
」（
以
下
「
十
五
之
大
事
」）

と
項
目
名
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、両
者
が
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
但
し
道
見
の
「
十
五
之
大
事
」
と
宗
節
の
「
十
五
之
次
第
」
は
内

容
の
異
な
る
項
目
も
あ
る
（
後
述
）。

「
音
曲
之
内
（
ニ
）
六
之
大
事
」（
伝
本
に
よ
り
「
音
曲
口
（
之
）
内
六
之
大
事
」
と

も
）
は
口
舌
唇
三
内
説
が
変
化
し
た
も
の
で
、
宗
節
・
元
尚
二
代
の
大
夫
が
書
写
し
、
特

に
元
尚
が
「
世
阿
直
書
を
以
写
之
也
」
と
の
奥
書
を
加
え
た
こ
と
か
ら
広
く
知
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
伝
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
〔
表
一
九
八
六
①
〕
の
詳
し
い
考
証
が
あ

る
。
同
稿
で
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、「
道
見
伝
書
」
第
二
条
「
五
音
内
六
次
第
」
も
同
種

の
説
で
あ
り
、同
稿
一
二
五
頁
に
お
い
て
「
崩
れ
た
形
に
相
違
な
い
が
…
…
源
を
同
じ
く

す
る
」
と
さ
れ
る
『
塵
芥
抄
異
本（8）
』
や
『
観
世
秘
伝
書（9）
』
の
「
五
音
之
内
六
之
大
事
」
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
に
関
連
す
る
伝
書
と
し
て
、『
花
伝
髄
脳
記
』（
注
5
参
照
）
が
あ
る
。
本

書
に
は
こ
れ
と
内
容
や
表
現
の
重
な
る
記
事
が
少
な
く
な
い
。そ
の
ほ
か
金
春
禅
鳳
か
ら

の
相
伝
を
う
た
う
『
金
春
流
曲
法
秘
伝
書
（
延
徳
二
年
常
門
彦
次
郎
相
伝
元
安
音
曲
伝

書
）』（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
や
、金
春
宗
筠
よ
り
の
秘
伝
を
う
た
う
『
謡
秘
伝

鈔
』（
同
。〔
早
稲
田
一
九
七
五
〕）
と
も
重
な
る
記
事
が
複
数
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
道
見
伝
書
」
は
い
く
つ
か
の
系
統
の
異
な
る
伝
書
や
記
事
を
集
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
全
体
に
金
春
系
で
あ
り
な
が
ら
「
十
五
之
大
事
」「
五
音
内
六
次
第
」
な

ど
観
世
系
の
伝
承
を
含
む
点
が
構
成
上
の
特
徴
で
あ
る
。

3
‐
2　

先
行
研
究
―
「
十
五
之
大
事
」
に
つ
い
て

本
書
は
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
先
行
研
究
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

が
、「
十
五
之
大
事
」
に
つ
い
て
は
何
度
か
言
及
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も

前
述
の
ご
と
く
、
七
代
大
夫
宗
節
の
自
筆
に
よ
る
「
十
五
之
次
第
」
が
、
こ
れ
と
近
似
す図 1　系図
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る
か
ら
で
あ
る
。
次
章
の
内
容
と
本
書
全
体
の
評
価
に
も
関
わ
る
の
で
、「
十
五
之
大
事
」

に
対
す
る
従
来
の
認
識
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

従
来
「
道
見
伝
書
」
の
「
十
五
之
大
事
」
は
宗
節
筆
「
十
五
之
次
第
」
の
増
補
で
あ
る

と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
〔
竹
本
一
九
八
八
：
三
二
一
〕
は
「「
音
曲
十
五

之
大
事
」【「
十
五
之
次
第
」】
に
例
曲
を
加
え
る
な
ど
し
て
再
編
し
た
内
容
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
〔
表
一
九
九
八
：
二
二
二
〕
は
「
道
見
伝
書
」
の
一
つ
で
あ
る
『
謡
曲
拾
穂
抄

（
鈔
）』
中
巻
の
解
題
の
中
で
、「
十
五
之
大
事
」
に
つ
い
て
「
十
五
之
次
第
説
に
基
づ
く

こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
古
曲
・
珍
曲
の
詞
章
を
例
示
し
な
が
ら
の
増
補
が
ど

の
時
期
の
工
作
か
は
明
確
で
な
い
」
と
し
て
い
る
（
こ
の
時
点
で
は
『
謡
曲
拾
穂
抄
』
中

巻
が
「
道
見
伝
書
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
て
い
な
い
の
で
「
道
見
伝
書
」
へ
の
言
及

は
な
い
）。
表
氏
は
「
か
な
り
の
古
曲
・
珍
曲
」
と
し
な
が
ら
も
、「
十
五
之
大
事
」
は

「
十
五
之
次
第
」
に
基
づ
く
こ
と
が
「
明
瞭
」
で
あ
り
、こ
れ
を
「
増
補
」「
工
作
」
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、竹
本
稿
と
同
様
に
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。し

か
し
、「
十
五
之
大
事
」
と
「
十
五
之
次
第
」
は
、
互
い
に
異
な
る
項
目
や
、
項
目

名
が
同
じ
で
も
内
容
の
異
な
る
も
の
が
あ
り
、文
章
表
現
も
異
な
る
。
分
量
的
に
は
大
幅

な
違
い
が
あ
る
。
従
っ
て
両
者
が
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
と
は
言
え
る
も
の
の
、先
後

関
係
が
不
明
な
以
上
、
増
補
・
再
編
関
係
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
表
氏
は
、「
十
五

之
次
第
」
を
含
む
転
写
本
、「
天
文
六
年
真
木
景
忠
奥
書
伝
書
」（
鴻
山
文
庫
蔵
）
の
解
題

に
お
い
て
道
見
の
「
十
五
之
大
事
」
に
触
れ
、「
道
見
（
六
世
観
世
大
夫
元
広
の
法
名
）

奥
書
は
信
じ
難
い
が
、「
十
五
之
次
第
」
が
早
い
時
期
に
成
立
し
た
音
曲
説
で
あ
る
こ
と

は
確
か
ら
し
い
」（〔
表
章
一
九
九
八
：
一
五
三
〕）
と
、
両
者
の
先
後
関
係
に
や
や
含
み

を
持
た
せ
て
も
い
る
。
本
書
は
複
数
の
伝
書
の
集
成
な
の
で
、「
十
五
之
大
事
」
の
成
立

が
本
書
全
体
の
成
立
よ
り
か
な
り
先
立
つ
可
能
性
は
十
分
あ
る
。

「
十
五
之
大
事
」
と
「
十
五
之
次
第
」
の
祖
形
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

従
っ
て
現
時
点
で
は
、
一
方
を
他
方
の
増
補
と
捉
え
る
よ
り
も
、
両
者
の
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
ろ
う
。「
十
五
之
大
事
」
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た

い
。

4
．
書
誌
そ
の
他　

4
‐
1　

般
若
窟
文
庫
蔵
『
五
音　

観
世
道
見
書
物
』

仮
綴
半
紙
本
（
二
五
七
㎜
×
一
八
〇
㎜
）。
墨
付
二
八
丁
。
他
に
薄
紙
の
挿
紙
一
枚
。

表
紙
左
端
に
「
五
音　

観
世
道
見
書
物
」
と
直
書
き
す
る
。
一
つ
書
き
四
九
ヶ
条
と
、冒

頭
お
よ
び
末
尾
に
「
一
」
を
付
さ
ず
に
書
か
れ
た
各
一
ヶ
条
の
、
計
五
一
ヶ
条
か
ら
な

る
。
序
文
・
目
次
・
あ
と
が
き
は
な
い
。
奥
書
は
次
本
・
次
々
本
と
併
せ
て
後
に
掲
載
し

た
。
能
楽
研
究
所
金
春
家
旧
伝
文
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
解
題
に
よ
れ
ば
、「
中
葉

交
漉
紙
を
用
ふ
」、「
江
戸
初
期
の
写
し
か
」。
虫
喰
多
し
。

外
題
の
「
五
音
」
は
本
書
全
体
に
か
か
る
書
名
で
は
な
く
、冒
頭
に
お
か
れ
た
五
十
音

の
発
音
を
示
し
た
「
伍
音
之
次
第
之
事
」（
写
真
4
・
5
）
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
読
み
か
た
も
ゴ
オ
ン
で
は
な
く
ゴ
イ
ン
で
あ
ろ
う
。
祝
言
・
幽
玄
な
ど
五
つ
の
曲
趣

を
指
す
「
五
音
」
に
つ
い
て
の
記
事
は
本
書
中
に
な
い
。

本
書
と
東
・
拾
と
は
奥
書
に
違
い
が
あ
り
、
三
本
そ
れ
ぞ
れ
に
文
言
が
異
な
る
ほ
か
、

拾
に
は
年
記
と
署
名
が
な
い
。
条
文
に
お
い
て
は
、第
五
条
と
第
二
九
条
に
表
記
の
点
で

大
き
な
違
い
が
あ
る
。
第
五
条
「
五
季
之
五
音
之
次
第
」
に
は
拾
の
表
記
に
整
備
の
あ
と

が
あ
り
、
第
二
九
条
「
呂
の
声
の
稽
古
哥
」
の
〈
景
清
〉
松
門
の
出
の
謡
を
、
東
・
拾
が

謡
曲
詞
章
の
体
裁
で
節
博
士
（
ゴ
マ
）
を
付
す
の
に
対
し
、般
は
漢
文
体
で
博
士
な
し
に

記
す
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
裏
表
紙
に
は
も
う
一
度
同
じ
漢
文
を
書
い
て
い
る
。

4
‐
2　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
音
曲
秘
伝
書
』（
第
一
冊
）

金
春
流
を
嗜
ん
だ
下
間
少
進
の
弟
子
、秋
田
城
介
の
手
沢
本
を
収
め
る
秋
田
家
史
料
の

一
で
あ
る
。『
音
曲
秘
伝
書
』
と
題
さ
れ
る
全
三
冊
の
謡
伝
書
の
第
一
冊
。
但
し
三
冊
に

関
連
性
は
な
い
。
墨
付
四
五
丁
。
表
紙
左
端
題
簽
に
「
音
曲
秘
傳
書　

観
世
道
見
」
と
記

す
。
序
文
・
目
次
・
あ
と
が
き
な
し
。
同
館
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
寸
法
は
二
四
五
㎜
×

一
七
三
㎜
。
筆
者
は
同
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
複
写
物
（
白
黒
）
に
よ
り
閲
覧
し
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た
。
第
二
九
条
〈
景
清
〉
の
謡
に
は
、
金
春
系
の
形
状
に
近
い
節
博
士
を
付
す
。
但
し

「
上
・
下
・
シ
ホ
ル
」
等
の
文
字
記
号
は
な
い
。

な
お
、
第
二
冊
は
内
題
『
音
曲
声
出
す
口
伝
』。
世
阿
弥
の
『
音
曲
口
伝
』（「
音
曲
声

出
口
伝
」）
の
祝
言
以
下
の
六
箇
条
（
但
し
例
曲
を
除
く
）
の
あ
と
に
、
短
文
の
雑
説
六

箇
条
を
加
え
た
も
の
。
奥
書「
應
永
廿
六
年
六
月
日
世
阿
弥
判
」。
第
三
冊
は
闌
曲
集（
節

付
あ
り
）。
須
磨
源
氏
・
香
椎
・
鴨
物
狂
・
石
橋
・
反
魂
香
・
俊
成
忠
度
・
上
宮
太
子
・

一
休
作
を
収
め
る
。
奥
書
「
寛
永
二
二
年
時
正
上
旬　

石
田
少
左
衛
門
入
道
友
雪
（
花

押
）」。

4
‐
3　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
中
巻

貞
享
四
年
中
村
五
兵
衛
刊
。
上
中
下
三
巻
の
う
ち
の
中
巻
が
道
見
伝
書
と
認
め
ら
れ
、

般
・
東
の
全
て
の
項
目
を
備
え
る
。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
ほ
か
岩
国
徴
古
館
・
鴻

山
文
庫
（
上
・
下
巻
の
み
）
等
に
伝
存
。
筆
者
は
演
劇
博
物
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

り
閲
覧
し
た
。

上
巻
は
『
八
帖
花
伝
書
』
第
三
巻
と
重
な
る
八
五
箇
条
。
下
巻
は
『
混
沌
懐
中
抄
』『
五

音
十
体
』
な
ど
各
種
謡
伝
書
の
雑
纂
と
み
ら
れ
、音
曲
道
歌
三
八
首
を
含
む
。
全
三
巻
の

書
誌
事
項
を
同
館
の
解
題
〔
竹
本
監
修
一
九
九
七
：
一
四
四
〕
よ
り
引
用
す
る
。「
袋
綴
、

焦
げ
茶
色
後
補
表
紙
、
題
簽
な
し
、
一
〇
行
、
墨
付
一
〇
三
丁
、
寸
法
一
五
四
×
一
一
五
。

本
文
共
紙
、
楮
紙
、
書
体
御
家
流
」。

中
巻
は
墨
付
三
三
丁
。
内
題
「
謡
曲
拾
穂
鈔　

中
」。
般
・
東
の
曲
名
を
江
戸
期
の
通

行
の
曲
名
に
変
え
る
な
ど
（
相
生
↓
高
砂
等
）、
改
訂
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。
序
文
・
目

次
・
あ
と
が
き
な
し
。
般
・
東
と
の
大
き
な
違
い
は
、
第
二
八
条
「
謡
を
う
た
ひ
出
し
た

る
本
尊
の
事
」
の
あ
と
に
独
自
の
奥
書
（
奥
書
1
）
が
入
る
こ
と
と
、末
尾
の
奥
書
（
奥

書
2
）
に
年
記
と
署
名
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
文
言
も
般
・
東
と
異
な
る
。

第
二
八
条
は
「
謡
の
本
尊
の
事
」
と
い
う
、謡
伝
書
の
締
め
く
く
り
に
相
応
し
い
内
容

で
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
奥
書
を
記
す
形
は
後
掲
の
異
本
イ
（
宮
内
庁
書
陵
部
「
華
伝
抄
」）

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
以
降
の
二
箇
条
が
付
加
部
分
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、こ
こ
で
終
了
す
る
伝
本
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら
な
い
。
か
つ
異
本
イ
の
奥
書

1
・
2
の
文
言
は
拾
と
は
異
な
り
、
他
の
点
に
お
い
て
も
同
書
が
特
に
拾
に
近
い
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
第
五
条
（
4
‐
1
参
照
）
で
は
明
ら
か
に
般
・
東
に
近
い
。
転
写
・
流

布
過
程
の
複
雑
さ
が
窺
え
る
と
と
も
に
、「
道
見
伝
書
」
の
広
範
な
伝
播
を
物
語
る
現
象

と
い
え
よ
う
。

般
・
東
と
の
主
な
異
同
箇
所
と
し
て
、
4
‐
1
に
挙
げ
た
第
五
条
・
第
二
九
条
の
ほ

か
、
第
二
条
「
五
音
内
六
次
第
」
が
あ
る
。
般
・
東
が
こ
の
条
の
第
五
項
を
「
鼻
内
」
と

す
る
と
こ
ろ
を
、
拾
で
は
、
目
次
に
お
い
て
「
ヒ
ナ
イ
」
と
し
な
が
ら
本
文
で
は
「
歯

内
」（「
し
な
い
・
ハ
」
と
振
り
仮
名
あ
り
）
と
し
て
い
る
。「
五
音
内
六
次
第
」（「
音
曲

之
内
ニ
六
の
大
事
」）
は
、「
す
こ
ぶ
る
流
動
性
に
富
む
も
の
で
、
個
人
の
著
作
と
し
て
位

置
づ
け
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
」〔
表
一
九
八
六
①
：
一
二
五
〕
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
異
同
が
多
い
。
拾
は
「
鼻
内
」
の
代
わ
り
に
「
歯
内
」
を
載
せ
る
異
本
を
参
照
し
つ

つ
、
改
訂
が
中
途
に
終
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

鴻
山
文
庫
蔵
の
福
王
流
系
謡
伝
書
『
素
謡
要
畧
』（
天
保
一
五
年
）
は
、「
目
次
付
言
」

に
お
い
て
、能
楽
と
素
謡
の
重
要
文
献
と
し
て
『
花
伝
書
八
冊
』『
玉
渕
集
』『
秦
曲
正
名

言
』
を
挙
げ
、
続
い
て
「
古
キ
判
ニ
」
と
し
て
六
種
の
本
を
挙
げ
て
い
る（10）
が
、『
謡
曲

拾
穂
抄
』
は
そ
の
筆
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。『
八
帖
花
伝
書
』
や
『
音
曲
玉
渕
集
』
ほ
ど

の
影
響
力
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、本
書
が
古
い
時
代
の
参
考
書
と
し
て
参
考
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

4
‐
4

以
上
三
本
の
奥
書
翻
刻
と
写
真
を
掲
載
す
る
。

般
若
窟
文
庫
本

右
此
一
冊
者
於
我
等
家
音
曲 

可
謂
奥
儀
無
者 

別
而
御
執
心
之
段
尤
斟
酌
写
進
候 

少
モ
他
言
不
可
有
候
者
也
／
永
正
元
正
月
吉
日　

観
世
道
見
在
判

東
北
大
学
本

右
此
一
巻
者
於
我
等
家
音
曲
秘
伝
書　

別
而
不
浅
御
執
心
ニ
而
候
間
書
写
進
之
者
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也　

努
々
他
見
者
生
々
世
々
恨
入
て
候
者
也
／
永
正
元
正
月
吉
日　

観
世
道
見
在

判
謡
曲
拾
穂
鈔

（
奥
書
1
）此
一
冊
御
所
望
別
而
御
入
魂
故
相
伝
之
所
如
件
不
可
有
他
見
候
秘
事
之

内
之
秘
事
也

（
奥
書
2
）右
此
一
冊
者
於
我
等
家
音
曲
之
大
事
為
後
学
心
持
書
置
所
也
為
一
人
秘

曲
不
可
有
他
見
者
也

5
．「
道
見
伝
書
」
の
構
成
と
内
容

5
‐
1　

構
成

本
書
の
構
成
を
示
す
た
め
に
、各
条
の
見
出
し
ま
た
は
冒
頭
本
文
を
掲
出
す
る
。
表
記

は
般
に
よ
っ
た
。全
文
は
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に

公
開
の
原
本
、
ま
た
は
伝
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
掲
載
の
翻
刻
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

原
文
は
五
一
箇
条
か
ら
な
る
が
、
内
容
に
基
づ
き
左
の
ご
と
く
全
三
十
条
と
し
、
下
位

項
目
を
立
て
た
。
原
本
に
あ
る
一
つ
書
き
の
「
一
」
は
省
略
し
た
。【　

】
は
筆
者
に
よ

る
補
注
。『
花
伝
髄
脳
記
』
に
類
似
す
る
条
文
が
あ
る
場
合
は
、〔
表
一
九
九
八
：
一
四
二
〕

の
分
類
に
従
い
、【
髄
④
】
な
ど
の
よ
う
に
分
類
番
号
を
付
記
し
た
。【
髄
④
】
は
合
抄
伝

書
で
あ
る
『
花
伝
髄
脳
記
』
の
四
番
目
に
収
め
ら
れ
た
伝
書
を
意
味
す
る
（
注
5
参
照
）。

但
し
左
の
一
覧
で
は
、条
文
全
体
の
類
似
で
は
な
く
一
部
の
特
徴
的
文
言
の
一
致
に
留
ま

る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
注
記
し
た
。
第
一
五
条
の
各
項
に
注
記
し
た
例
曲
数
は
、本
文
中

に
例
示
さ
れ
る
曲
と
本
文
の
あ
と
に
列
記
さ
れ
る
曲
と
の
合
計
数
で
あ
る
。

な
お
こ
の
節
以
降
、「
道
見
伝
書
」
の
条
・
項
を
指
す
の
に
適
宜
1
・
①
等
の
算
用
数

字
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

1　
　

伍
音
之
次
第
之
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
十
音
図
】

2
⓪　

五
音
内
六
次
第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
目
次
あ
り
】　

①　

第
一
、
こ
う
内
と
云
五
音
ハ　
　
　
　

写
真
1
『
五
音　

観
世
道
見
書
物
』

　
　
　
　
　
　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所

般
若
窟
文
庫
蔵

　

奥
書

写
真
2
『
音
曲
秘
伝
書
』
第
一
冊

　
　
　
　
　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

　

奥
書
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②　

第
二
、
せ
つ
内
と
云
五
音
ハ

③　

第
三
、
き
な
ひ
と
云
五
音
ハ

④　

第
四
、
は
ん
せ
つ
と
云
五
音
ハ

⑤　

第
五
、
ひ
な
い
と
云
五
音
ハ　
　
　
　
　
【
拾
は
歯
内
】

⑥　

第
六
、
せ
ん
せ
つ
と
云
五
音
ハ

3　
　

四
十
五
字
の
大
事
也　
　
　
　
　
　
　
　

4　
　

四
十
五
之
次
第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5　
　

五
季
之
五
音
之
次
第　
　

6　
　

文
字
之
通
す
る
次
第　
　
　
　
　
　
　
　

7　
　

序
破
急
之
心
之
次
第　
　
　
　
　
　
　
　
【
髄
④
】

8　
　

呂
律
之
心
之
事　

呂
と
云
事
ハ　
　
　
　
【
髄
④
】

9
①　

律
と
い
ふ
曲
之
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
髄
④
】

②　

此
律
を
祝
言
の
声
也

10　
　

宮
商
角
徵
羽

11　
　

座
敷
う
た
ひ
の
次
第
の
事

12　
　

ふ
き
も
の
ハ
調
子
を
と
ら
む
か
為
也

13　
　

つ
ね
に
人
の
前
に
て
太
コ
な
と
打
て

14　
　

座
敷
う
た
ひ
を
ほ
つ
と
所
望
あ
り
て

15
⓪　

音
曲
十
五
之
大
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
目
次
あ
り
】

①　

い
き
つ
ぎ
の
曲
の
大
事　
　
　
　
　
　
　
【
例
曲
十
】

②　

第
二　

曲
前
の
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
例
曲
二
四
】

③　

第
三　

し
ほ
る
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
例
曲
九
】

④　

第
四　

ろ
ん
ぎ
む
き
の
曲
之
事　
　
　
　
【
例
曲
五
】

⑤

第
五　

ゆ
る
曲
と
い
ふ
事　
　
　
　
　
　
【
例
曲
六
】

⑥　

第
六　

謳
と
む
る
曲
之
事　
　
　
　
　
　
【
例
曲
ナ
シ
】【
髄
④
】

⑦　

第
七　

曲
二
な
ら
ひ
た
る
所
之
曲
之
事　
【
例
曲
三
】

⑧　

第
八　

哥
の
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
例
曲
六
】

写
真
3
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
中
巻

　
　
　
　
　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵

　

奥
書
1
（
後
ろ
二
行
）

　

奥
書
2
（
後
ろ
三
行
）
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⑨　

第
九　

次
曲
と
い
ふ
事
ハ　
　
　
　
　
　
【
以
下
例
曲
ナ
シ
】

⑩　

第
十　

長
い
ふ
ま
し
き
字
の
事

⑪　

第
十
一　

し
た
か
ろ
く
い
ふ
曲
の
事

⑫　

第
十
二　

音
枕
の
曲
と
い
ふ
ハ　
　
　

⑬　

第
十
三　

引
延
曲
と
い
ふ
事

⑭　

第
十
四　

枕
拍
子
の
曲
の
事

⑮　

第
十
五　

拍
子
あ
ひ
の
曲　
　
　
　
　
　
【
髄
④
】

16　
　

座
布
に
て
諷
時

17　
　

謳
を
う
た
ふ
に
、
む
か
ひ
た
る
所
に　

18　
　

謳
に
ふ
し
つ
く
る
は
か
せ
の
次
第　
　
　
【
博
士
図
】

19
⓪　

口
舌
唇
之
三
内
之
事　
　
　
　
　
　
　
　
【
総
説
】【
髄
⑤
】

①　

口
内
の
く
き
の
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
内
各
論
】

②　

舌
内
の
ち
つ
の
事

③　

唇
内
の
ふ
の
事

20　
　

く
の
二
字
と
い
ふ
事
有　
　
　
　
　
　
　
【
く
＝
句
】【
髄
⑤
】

21　
　

二
字
づ
め
三
字
つ
め
の
事

22　
　

一
輪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
環
状
の
図
を
記
す
】

23　
　

拍
子
一
字
の
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
曲
名
未
詳
の
祝
言
小
謡
】

24　
　

二
輪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
環
状
の
図
を
記
す
】

25　
　

字
を
い
た
す
へ
き
心
之
事　
　
　
　
　
　
【
い
ろ
は
歌
と
博
士
】【
髄
④
】

26　
　

声
の
位
は
宮
と
い
た
し
て
商
と
心
得　
　
【
髄
④
】

27　
　

音
曲
を
し
る
と
い
ふ
と
も　
　

28　
　

一
、
謡
を
う
た
ひ
出
し
た
る
本
尊
の
事　
【
髄
②
】

29　
　

一
、
呂
の
こ
ゑ
の
稽
古
哥　
　
　
　
　
　
【
般
は
漢
文
体
、
節
付
な
し
】

30　
　

ニ
タ
ン
夏
破
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
髄
①
】

奥
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
前
節
に
掲
載
】　

1
か
ら
10
ま
で
は
、
発
音
、
音
韻
、
五
調
子
と
五
行
説
、
序
破
急
、
呂
律
、
五
声
な

ど
、
概
し
て
楽
理
的
な
条
項
の
集
成
で
、
内
容
が
相
互
に
抵
触
す
る
条
も
あ
り
な
が
ら
解

説
な
し
に
そ
の
ま
ま
列
記
し
て
い
る
。
次
い
で
11
か
ら
14
は
座
敷
謡
の
心
得
、15
は
謡
の

実
践
論
十
五
項
目
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
編
ま
れ
て
お
り
、

こ
こ
ま
で
音
曲
伝
書
と
し
て
の
構
成
意
識
が
見
え
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。15
は
分
量

的
に
本
書
の
半
分
近
く
を
占
め
、本
書
の
中
心
的
な
記
事
と
い
う
べ
き
で
内
容
に
も
独
自

性
の
高
い
も
の
が
多
い
。

一
方
16
以
降
は
論
題
の
異
な
る
記
事
が
雑
然
と
並
ん
で
い
て
、15
ま
で
の
編
集
態
度
と

は
異
な
る
印
象
が
あ
る
。
終
始
一
貫
し
て
編
集
さ
れ
た
な
ら
ば
、
16
「
座
布
に
て
諷
時
」

は
11
か
ら
14
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
置
か
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、19
「
口
舌
唇
之
三
内
之
事
」
は
1

に
続
け
て
置
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
異
本
の
中
に
は
15
で
終
了
す
る
本
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

16
以
下
が
後
補
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

全
体
に
『
花
伝
髄
脳
記
』
と
内
容
が
一
致
し
表
現
も
近
似
す
る
条
文
が
多
い
が
、特
定

の
巻
か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
引
用
で
は
な
く
、
別
系
統
の
記
事
を
は
さ
み
な
が
ら
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
抜
書
き
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
30
は
殆
ど
条
文
の
体
を
な
さ
ず
、単
語
だ
け
を
並

べ
る
な
ど
メ
モ
書
き
の
よ
う
な
格
好
で
あ
る
。『
花
伝
髄
脳
記
』
は
八
つ
の
伝
書
か
ら
な

る
合
抄
伝
書
（
注
5
）
だ
が
、そ
う
し
た
形
に
編
集
さ
れ
る
前
の
祖
本
が
参
照
さ
れ
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

5
‐
2　

内
容

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
複
数
の
伝
書
や
記
事
を
集
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。こ
こ

で
は
そ
の
う
ち
の
特
徴
的
な
記
事
に
つ
い
て
の
み
概
説
す
る
。タ
イ
ト
ル
の
数
字
は
前
項

一
覧
表
の
条
番
号
で
あ
る
。

1　

伍
音
之
次
第
之
事

「
道
見
伝
書
」
の
五
十
音
図
（
写
真
4
・
5
）
は
五
十
音
の
各
行
に
「
口
（
喉
）
舌
唇

三
内
」
を
配
置
す
る
悉
曇
学
の
影
響
を
受
け
た
発
音
図
だ
が
、
謡
独
自
の
注
記
と
し
て
、
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段
（
あ
段
、
い
段
等
）
に
対
し
て
上
・
中
・
下
な
ど
を
配
当
し
て
い
る
。『
混
沌
懐
中
抄（11）
』』

（『
節
章
句
秘
伝
抄
）
や
『
金
春
流
曲
法
秘
伝
書
』
に
も
同
様
の
配
当
が
見
え
る
（「
花
伝

髄
脳
記
④
」
に
は
な
し
）。
但
し
、
般
は
あ
行
の
下
に
か
行
、
さ
行
の
下
に
た
行
を
書
い

て
い
る
が
（
写
真
4
）、
段
注
記
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
東
（
写
真
5
）
の
よ
う
に
一
行

ず
つ
横
並
び
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。写
真
を
割
愛
し
た
が
拾
も
横
並
び
の
正
し

い
形
で
あ
る
。
般
は
転
写
の
過
程
で
崩
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
般
の
五
十
音
図
は
近

年
、
謡
伝
書
の
音
韻
学
的
研
究
〔
竹
村
ほ
か
二
〇
一
八
〕
に
お
い
て
、
金
春
系
に
多
い
三

内
説
系
の
資
料
と
し
て
調
査
対
象
と
さ
れ
た
。

2　

五
音
内
六
次
第

本
書
の
「
五
音
内
六
次
第
」
が
観
世
文
庫
蔵
の
元
尚
自
筆
本
『
音
曲
之
内
ニ
六
の
大

事
』
な
ど
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
（
3
‐
1　

関
連
伝
書
）。「
六

大
事
」
説
は
、
口
舌
唇
三
内
説
を
細
分
し
た
謡
独
自
の
音
韻
説
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
成
立

時
期
に
つ
い
て
〔
表
一
九
八
六
①
：
一
二
八
〕
は
、「
永
正
か
ら
さ
ほ
ど
遡
ら
せ
て
考
え

る
こ
と
は
困
難
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」と
し
て
い
る
。
本
書
の
成
立
時
期
に
も
大
き
く

関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、先
に
挙
げ
た
音
韻
研
究
〔
竹
村
ほ
か
二
〇
一
八
〕
に
よ
っ
て
も

そ
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
。

8
・
9　

呂
律
総
説

呂
の
声
・
律
の
声
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
論
述
部
分
。
呂
を
愁
い
、
律
を
祝
言
と
す

る
。
次
章
で
扱
う
。

15　

音
曲
十
五
之
大
事

15
に
は
例
曲
が
多
く
、〈
御
裳
裾
〉（
15
①
）・〈
佐
保
山
〉（
15
⑤
）
な
ど
金
春
系
の
曲

名
、あ
る
い
は
〈
清
経
〉（
15
②
）
の
「
か
や
う
に
聞
へ
し
か
ば
新
中
納
言
と
り
あ
へ
ず
」

や
〈
知
章
〉（
15
⑤
）「
散
り
散
り
に
な
る
景
色
に
て

0

0

」
な
ど
金
春
系
の
歌
詞
が
見
ら
れ

る
。
前
述
し
た
宗
節
筆
「
十
五
之
次
第
」
に
は
例
曲
は
な
い
。

写
真
4
『
五
音　

観
世
道
見
書
物
』

　
　
　
　
　
　
　
　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵

　

第
一
条　

伍
音
之
次
第
之
事

写
真
5
『
音
曲
秘
伝
書
』
第
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

　

第
一
条　

伍
音
之
次
第
（
1
オ
の
み
）
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史
料
的
に
注
目
す
べ
き
例
曲
が
い
く
つ
か
あ
る
。
15
②
に
は
〈
頼
風
〉
の
名
称
で
喜

（
亀
）
阿
弥
作
〈
女
郎
花
〉
の
歌
詞
（〔
表
一
九
七
四（12）
〕）
が
あ
り
、
15
⑬
に
再
度
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
書
成
立
当
時
に
実
際
に
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
15
②
に
は
、
散
佚
曲
〈
金
菊
〉
の
曲
名
（
但
し
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
詞
は
〈
白

鬚
〉
の
ク
セ
冒
頭
と
同
じ
で
不
審
あ
り
）
が
あ
る
。

15
⑧
「
哥
の
曲
」
に
お
い
て
「
詠
」
の
類
を
「
披
講
に
似
た
る
」
と
す
る
記
事
（
し
か

し
「
似
て
似
ざ
る
物
」
と
す
る
）
や
、
15
⑨
「
次
曲
【
つ
ぐ
き
ょ
く
】」
も
古
説
と
お
ぼ

し
き
稀
説
で
、現
段
階
で
は
「
道
見
伝
書
」
に
依
拠
し
た
『
謡
鏡
』（
本
章
6
‐
3
参
照
）

以
外
に
見
当
た
ら
な
い（13）
。「
哥
の
曲
」
は
禅
竹
『
五
音
三
曲
集
』
の
「
古
哥
の
永
吟
の
す

が
た
、
そ
の
ま
ま
音
曲
の
か
ゝ
り
と
成
也
」（〔
表
・
伊
藤
一
九
六
九
：
一
七
五
〕）
や
『
六

輪
一
露
秘
注
（
文
正
本
）』
の
「
哥
の
ひ
か
う
の
ご
と
し
」（〔
同
前
：
二
五
一
〕）
な
ど
の

言
説
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ち
な
み
に
宗
節
筆
「
十
五
之
次
第
」
に
は
「
哥
の

曲
」
の
項
目
そ
の
も
の
が
な
く
、「
次
曲
」
も
、
類
似
の
名
目
は
あ
る
が
内
容
が
大
き
く

異
な
る
。
従
っ
て
⑧
⑨
の
二
項
は
道
見
「
十
五
之
大
事
」
の
独
自
の
記
事
と
言
え
る
。

22
〜
24　

一
輪
図
・
二
輪
図

22
〜
24
は
、本
書
中
数
少
な
い
拍
子
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
（
写
真
6
参
照
）。
22
「
一

輪
」
の
方
は
大
小
鼓
の
基
本
的
な
リ
ズ
ム
、
24
「
二
輪
」
の
方
は
拍
子
合
・
拍
子
不
合
の

謡
と
、
謡
の
中
の
打
切
の
間
（
マ
）
な
ど
を
説
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
ち
ら
も
難
解
で

典
拠
不
明
の
特
異
な
図
で
あ
る
。
一
輪
・
二
輪
と
い
う
命
名
や
環
状
の
図
、
図
の
内
外
へ

の
文
字
配
置
な
ど
が
禅
竹
の
影
響
を
思
わ
せ
る
が
、そ
れ
を
裏
付
け
る
記
事
は
な
い
。
24

「
二
輪
」
図
の
後
に
あ
る
「
右
お
さ
な
き
者
な
と
に
拍
子
を
つ
も
り
て
し
ら
す
へ
し
」
と

い
う
文
面
か
ら
は
、
玄
人
対
象
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
22
「
一

輪
」
の
条
は
、
般
・
東
と
も
に
、
行
頭
で
は
な
く
前
の
条
の
最
終
行
の
下
方
か
ら
一
つ
書

き
が
始
ま
り
、し
か
も
「
一
」
と
「
輪
」
の
間
に
朱
の
△
印
が
入
り
込
む
不
自
然
な
形
に

な
っ
て
い
る
。

写
真
6
『
五
音　

観
世
道
見
書
物
』

　
　
　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵

　

第
二
〇
条
か
ら
第
二
四
条
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29　

呂
の
こ
ゑ
の
稽
古
哥

「
哥
」
は
「
う
た
い
」
で
あ
ろ
う
が
、「
稽
古
哥
」
と
い
う
名
称
自
体
が
珍
し
い
。〈
景

清
〉
の
「
松
門
の
謡
」
と
い
わ
れ
る
部
分
を
載
せ
る
が
、般
は
こ
れ
を
節
付
け
な
し
に
漢

文
体
で
記
し
て
い
る
（
写
真
7
）。
東
・
拾
（
写
真
8
・
9
）
の
節
博
士
の
形
状
は
、
上

掛
よ
り
も
金
春
系
に
近
い
。
次
章
で
扱
う
。

6
．
異
本

6
‐
1

異
本
四
種
の
紹
介

現
在
確
認
し
得
た
異
本
は
、
次
の
四
本
で
あ
る
。
四
本
が
奥
書
を
含
め
す
べ
て
異
な

り
、
様
々
な
書
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
が
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る（14）
。

イ
．『
華
伝
抄
』
宮
内
庁
書
陵
部
（『
音
曲
秘
説
』）

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
写
。
外
題
『
音
曲
秘
説　

全
』。
前
後
二
種
の
伝
書
か
ら
な

り
、『
音
曲
秘
説
』
は
前
半
の
伝
書
の
内
題
。
後
半
の
二
三
丁
オ
以
降
に
合
写
さ
れ
た
『
華

伝
抄
』
の
内
題
を
持
つ
伝
書
が
「
道
見
伝
書
」
の
異
本
で
あ
る
。「
道
見
伝
書
」
の
す
べ

て
の
条
を
備
え
る
が
、
見
出
し
の
み
で
本
文
を
欠
く
条
や
、
図
や
節
付
け
を
欠
く
条
な
ど

不
備
が
あ
り
、
特
に
二
二
条
以
降
に
欠
落
が
多
い
。
途
中
大
幅
な
錯
簡
が
あ
る
が
、
そ
の

錯
簡
箇
所
は
他
本
の
改
丁
・
改
行
箇
所
に
一
致
し
な
い
。
左
の
通
り
、
拾
と
同
じ
く
巻
末

の
ほ
か
第
二
八
条
の
あ
と
に
も
奥
書
（
奥
書
1
）
が
あ
る
。
但
し
ど
ち
ら
の
奥
書
も
文
言

は
拾
と
異
な
る
。
奥
書
2
に
書
写
奥
書
的
に
書
か
れ
た
「
観
世
宗
硯
」
は
架
空
の
名
で
あ

ろ
う
。
そ
の
左
に
は
「
甲
寅
林
鐘
令
吉
建
模
写
糟
谷
傳
次
郎
伝
来
本　

拝
」
の
識
語
が
あ

る
。
糟
谷
傳
次
郎
は
幸
流
小
鼓
方
。

奥
書
1

右
此
一
冊
御
所
望
別
而
御
入
魂
ニ
候
間
写
渡
所
如
件
不
可
有
他
見
候　

顕
れ
努
々

不
可
有
沙
汰
秘
慮
云
々

奥
書
2

右
此
一
冊
者
於
我
家
音
曲
可
謂
奥
儀
者
也
可
秘
／
永
正
元
年
正
月
吉
日　

観
世
道

見
／
享
保
四
年
亥
十
一
月
吉
日　

観
世
宗
硯
（
花
押
）

な
お
前
半
の
『
音
曲
秘
説
』
に
も
、類
似
の
奥
書
「
永
正
元
年
正
月
吉
日　

観
世
道
見

在
判
／
享
保
四
年
亥
十
一
月
吉
日　

観
世
宗
硯
（
花
押
）」
が
あ
る
。
前
半
の
内
容
は
塵

芥
抄
系
伝
書
、
金
春
禅
竹
『
五
音
十
体
』
後
半
の
十
体
説
、
音
曲
道
歌
、
観
世
元
頼
伝
書

系
の
五
音
曲
説
な
ど
。

ロ
．『
音
曲
秘
事
』
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫

外
題
『
音
曲
秘
事
』。
前
半
部
分
が
「
道
見
伝
書
」。
後
半
は
「
樵
■
指
南
」
の
内
題
を

持
つ
別
伝
書
で
あ
る
。
本
文
の
短
縮
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、「
音
曲
十
五
之
大
事
」
の
例
曲

写
真
7
『
五
音　

観
世
道
見
書
物
』

　
　
　
　
　
　
　
　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵

　

第
二
九
条　

呂
の
こ
ゑ
の
稽
古
紆
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を
一
、二
曲
に
絞
っ
て
本
文
に
組
み
入
れ
る
な
ど
編
集
の
あ
と
が
あ
る
。
奥
書
な
し
。

ハ
．『
五
音
』
京
都
観
世
会
浅
野
文
庫

浅
野
太
左
衛
門
家
旧
蔵
本
。
複
数
の
伝
書
の
合
抄
本
で
あ
り
、
書
名
は
外
題
に
よ
る
。

全
八
四
丁
の
う
ち
、
前
半
の
二
五
丁
ウ
ま
で
が
「
道
見
伝
書
」。
二
六
丁
以
降
は
数
種
の

伝
書
か
ら
な
る
。
条
文
の
短
縮
や
例
曲
の
整
理
な
ど
編
集
の
あ
と
が
あ
る
。
第
一
八
条
が

第
二
一
条
の
あ
と
に
置
か
れ
、
こ
の
条
で
終
わ
る
。
博
士
の
図
は
な
く
、
図
が
書
か
れ
る

べ
き
場
所
は
余
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
奥
書
な
し
。

ニ
．『
伍
音
之
次
第
』
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
（『
素
謡
要
畧
』）

脇
方
福
王
流
江
崎
家
旧
蔵
『
素
謡
要
畧
』
の
後
半
に
合
写
さ
れ
て
い
る
。『
素
謡
要
畧
』

は
、
天
保
一
五
年
久
枝
茂
喬
編
著
の
福
王
流
系
謡
伝
書
。『
素
謡
要
畧
』
の
あ
と
に
半
丁

の
余
白
を
置
き
、「
道
見
伝
書
」
を
別
筆
で
合
写
し
て
い
る
。

第
二
条
「
五
音
内
六
之
次
第
」
の
み
が
漢
字
平
仮
名
書
き
で
、他
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
書

き
。
第
一
五
条
「
音
曲
十
五
之
大
事
」
で
は
、
②
「
曲
前
の
曲
」
以
外
で
は
例
曲
を
欠

き
、
⑮
の
あ
と
に
左
の
奥
書
を
記
し
て
第
一
六
条
以
降
を
欠
く
。

右
之
一
巻
者
於
我
等
家
音
曲
之
奥
儀
也
可
秘
々
々
／
永
正
元
年
正
月
吉
日　

観
世

道
見
在
判

鴻
山
文
庫
蔵
の
『
素
謡
要
畧
』
の
目
次
付
言
に
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
の
名
が
あ
る
こ
と
を

す
で
に
述
べ
た
（
4
―
3
）。
前
本
ハ
と
と
も
に
「
道
見
伝
書
」
が
特
に
福
王
流
周
辺
で

流
布
し
て
い
た
様
相
が
窺
え
る
。

6
‐
2　
「
道
見
伝
書
」
諸
本
の
構
成
比
較

表
1
に
、
般
・
東
に
対
す
る
拾
お
よ
び
イ
・
ロ
・
ハ
・
ニ
各
本
の
条
構
成
を
示
し
た
。

〇
印
は
そ
の
条
文
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
、×
は
そ
の
条
自
体
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を

示
す
。
一
例
（
異
本
ハ
備
考
ｃ
）
を
除
き
、
条
文
の
順
序
は
諸
本
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。

細
か
な
校
異
は
不
問
と
し
た
が
、
相
当
程
度
の
文
の
短
縮
や
図
・
記
号
の
欠
如
な
ど
、
内

容
に
関
わ
る
異
同
が
あ
る
場
合
は
△
と
し
、備
考
を
加
え
た
。
15
の
各
項
に
記
し
た
曲
数

は
例
曲
数
で
あ
る
。
例
曲
の
少
な
い
（
ま
た
は
全
く
な
い
）
場
合
で
も
、〇
印
で
あ
れ
ば

条
文
自
体
は
殆
ど
同
文
と
い
っ
て
よ
い
。

6
‐
3　

類
本

異
本
で
は
な
い
が
明
ら
か
に
「
道
見
伝
書
」
に
依
拠
し
た
本
と
し
て
、
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
刊
の
『
謡
鏡
（
謡
か
が
み
）』（
全
三
巻
）
に
触
れ
て
お
こ
う
。
同
書
は
、

全
三
十
条
の
う
ち
二
十
条
以
上
に
本
書
の
影
響
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
内
容
・
文
章
表
現
・

例
曲
の
多
く
が
本
書
に
一
致
す
る
。（「
道
見
伝
書
」の
文
章
が
金
春
安
照
の
伝
書
に
取
り

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
代
的
に
逆
の
影
響
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
。）
但
し
独
自

の
補
筆
も
多
く
、例
曲
に
は
一
部
観
世
系
に
合
わ
せ
た
改
変
と
思
わ
れ
る
も
の
も
見
ら
れ

る
。
個
性
的
な
内
容
と
、一
部
が
『
音
曲
玉
渕
集
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
す
べ

き
伝
書
で
あ
り
、謡
伝
書
の
形
成
と
発
展
を
探
る
上
で
有
効
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
伝
書

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
。

小
結本

章
で
は
「
道
見
伝
書
」
の
記
事
構
成
と
主
な
内
容
を
概
説
し
、以
下
の
諸
点
を
述
べ

た
。①

複
数
の
伝
書
や
伝
承
を
集
成
し
た
合
抄
伝
書
で
あ
る

②
観
世
系
の
記
事
を
含
む
が
全
体
に
金
春
系
で
あ
る

③
例
曲
に
稀
曲
・
散
佚
曲
が
見
ら
れ
る

④
出
典
未
詳
の
稀
説
が
多
い

⑤
多
様
な
異
本
が
伝
存
す
る

次
章
で
は
本
書
の
呂
律
論
を
読
み
、本
書
が
謡
の
基
本
と
主
張
す
る
呂
の
声
の
実
像
と

意
味
を
探
る
。
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表
1　
諸
本
の
構
成
比
較
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二
、「
道
見
伝
書
」
の
呂
律
論
―
謡
に
と
っ
て
呂
の
声
と
は
何
か

こ
の
伝
書
で
は
呂
の
声
を
愁
い
の
声
、
律
の
声
を
祝
言
の
声
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『
音
曲
口
伝
』（〔
表
・
加
藤
一
九
七
四
：
七
六
〕）
な
ど
に
お
け
る
世
阿
弥
の
呂
律
論
と
逆

の
配
当
で
あ
る
。
但
し
周
知
の
如
く
、
世
阿
弥
も
理
論
的
に
は
、『
漢
書
』
律
暦
志
や
恐

ら
く
声
明
理
論
に
基
づ
い
て（15）
「
根
本
、
天
ガ
本
ナ
レ
バ
律
ヲ
悦
ビ
ノ
声
ト
ハ
申
ベ
シ
」

（『
申
楽
談
義
』〔
表
・
加
藤
一
九
七
四
：
三
一
二
〕）
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
シ
カ
レ

ド
モ
今
現
在
ノ
人
間
、
地
ナ
レ
バ
、
呂
の
声
ニ
テ
祝
言
ヲ
バ
言
ウ
ベ
キ
也
」（
同
前
）
と

理
論
的
整
合
を
は
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
的
な
二
元
論
は
、
呂
律
相
備
え
た
「
相

音
」
と
い
う
理
想
を
調
和
的
・
統
一
的
な
目
標
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実

践
的
な
意
味
を
持
つ
と
言
っ
て
も
よ
い
。

世
阿
弥
が
声
明
や
中
国
の
音
律
論
な
ど
を
応
用
し
て
、謡
の
声
楽
理
論
を
体
系
づ
け
よ

う
し
た
の
に
対
し
、
本
書
で
は
音
律
的
観
点
か
ら
呂
律
論
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

呂
律
は
息
の
扱
い
と
ふ
し
の
パ
タ
ー
ン
に
関
連
付
け
て
提
示
さ
れ
、専
ら
声
の
運
用
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
運
用
を
「
や
わ
ら
ぐ
る
」（
呂
）
と
か
「
す
る
す
る
と
」

（
律
）
と
い
っ
た
感
覚
的
な
言
葉
で
記
述
す
る
本
書
は
、
理
論
書
で
は
な
く
実
用
書
と
言

う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
用
論
で
あ
れ
ば
こ
そ
、当
時
の
謡
の
実
際
的
な
感
覚

を
伝
え
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

1
．
呂
律
の
声
の
総
論

1
‐
1　

総
論　

第
八
・
九
条
は
呂
律
に
つ
い
て
の
総
論
で
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
全
文
を
左
に
引
用

す
る
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
引
用
に
は
漢
字
を
当
て
る
な
ど
原
本
の
表
記
を
変
え
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

8　

  

呂
律
之
心
之
事
。
呂a

と
云
事
ハ
延
と
も
い
ひ
静
成
と
も
云
。
た
と
へ
は
此
曲
ハ
あ
ま

た
あ
る
也
。
呂b

の
声
、
呂
の
ふ
し
、
呂
の
曲
と
云
ハ
平
家
の
や
う
也
。
か
の
曲
い
ふ

べ
き
様
は
文c

字
を
つ
よ
く
い
ひ
か
け
て
延
て
曲
を
や
ハ
ら
ぐ
る
を
呂
の
曲
と
云
な

り
。
呂b

の
声
と
云
ハ
平
家
の
や
う
な
る
を
呂
の
声
と
云
也
。
呂d

の
ふ
し
は
、う
た
ひ

に
さ
た
め
て
あ
る
也
。
呂
角
と
云
事
あ
り
。
是
ハ
延
て
よ
く
い
ひ
入
て
云
を
呂
角
と

云
也
。
呂
宮
と
云
曲
あ
り
。
是
は
平
家
の
こ
ゑ
の
様
に
て
、す
る
〳
〵
と
行
を
呂
宮

と
云
。
呂
徵
と
い
ふ
ハ
、す
る
〳
〵
と
行
様
に
て
き
つ
と
い
ひ
延
を
い
ふ
也
。
口
伝

あ
り
。
律
呂
と
云
も
呂
徵
心
な
り
。
口
伝
あ
り
。
可
秘
々
々
。

9　

  

律
と
い
ふ
曲
之
事
。
律A

ハ
す
ぐ
に
し
て
ふ
し
な
し
。
た
と
へ
は
瀧
川
の
水
の
こ
と

し
。
すB

る
〳
〵
と
い
ひ
下
し
て
呂
に
渡
す
る
を
律
の
段
と
云
。
律
商
と
云
曲
、す
ぐ

に
云
下
す
う
ち
に
、い
ひ
や
ハ
ら
く
る
所
あ
る
べ
し
。
是
を
律
商
と
云
也
。
律
羽
と

い
ふ
ハ
つ
め
て
云
や
る
を
い
ふ
也
。
口
伝
在
之
。
此
律
を
、
祝C

言
の
声
也
。
律
商
、

さ
し
こ
ゑ
の
内
に
あ
り
。
律
徵
と
い
ふ
ハ
あ
け
て
曲
を
云
曲
に
あ
り
。
此
曲
て
つ
へ

き
の
こ
と
し
。
此
曲
の
内
に
、呂
の
曲
ニ
似
た
る
物
也
。
声
を
あ
ま
た
に
つ
か
ひ
て

を
き
、
呂e

の
声
を
持
て
曲
を
す
る
。
呂f

の
声
た
ゝ
ず
し
て
、
曲
、
夢
々
い
ふ
へ
か
ら

す
。
声
と
を
ら
す
共
く
る
し
か
ら
す
。
先g

々
呂
の
声
を
知
る
へ
し
。
呂h

ハ
う
れ
い
の

か
た
な
り
。
律C

ハ
祝
言
の
か
た
な
り
。

右
か
ら
呂
律
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
説
明
を
抜
き
出
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

呂
ａ　

延
と
も
い
ひ
静
成
と
も
云

ｂ　

平
家
の
や
う
也

ｃ　

強
く
い
ひ
か
け
延
べ
て
曲
を
和
ら
げ
る

ｄ　

呂
の
ふ
し
は
謡
に
さ
だ
め
て
あ
る
也

ｅ　

呂
の
声
を
持
て
曲
を
す
る

ｆ　

呂
の
声
た
た
ず
し
て
曲
を
い
う
べ
か
ら
ず

ｇ　

先
ず
先
ず
呂
の
声
を
知
る
べ
し

ｈ　

愁
い
の
か
た
な
り
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律
Ａ　

す
ぐ
に
し
て
ふ
し
な
し

Ｂ　

す
る
〳
〵
と
い
ひ
下
し
て
呂
に
渡
す

Ｃ　

祝
言
の
か
た
な
り

こ
の
ほ
か
に
、呂
律
と
五
声
の
組
合
わ
せ
に
よ
る
ふ
し
の
説
明
と
思
し
き
記
述
が
あ
る

（
破
線
部
）。
不
明
な
点
が
多
い
が
、
五
声
の
順
序
に
並
び
替
え
て
示
し
て
お
く
。

呂
宮
…
平（16）
家
の
こ
ゑ
の
様
に
て
す
る
〳
〵
と
行
く

律
商
…
す
ぐ
に
云
下
す
う
ち
に
い
ひ
や
ハ
ら
く
る
所
あ
る
也

さ
し
こ
ゑ
の
内
に
あ
る

呂
角
…
延
て
、
よ
く
い
ひ
入
れ
て
云
う

律
徵
…
上
げ
て
曲
を
云
曲
に
あ
り
。
て
つ
へ
き
【
鉄
壁
】
の
こ
と
し

呂
の
曲
ニ
似
た
る
物
也

呂
徵
…
す
る
〳
〵
と
行
く
様
に
て
き
っ
と
い
ひ
延
る

律
呂
と
云
も
呂
徵
【
の
】
心
な
り

律
羽
…
つ
め
て
云
や
る

1
‐
2　

呂
の
声
の
特
徴

右
の
記
事
に
よ
る
と
、
呂
の
本
質
と
い
う
べ
き
は
「
延
」
と
「
静
」
で
あ
る
（
ａ
）。

「
延
」
に
は
心
を
ゆ
っ
た
り
と
持
つ
意
味
が
あ
り
、「
静
」
に
も
落
ち
着
い
て
穏
や
か
と
い

う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、呂
の
声
は
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
声
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う（17）
。
そ
れ
は
平
家
語
り
の
声
に
似
て
い
る
と
い
う
（
ｂ
）。
呂
の
声
を
「
平
家
の
よ
う
」

だ
と
す
る
説
は
『〔
観
世
元
忠
〕
筆
巻
子
本
音
曲
伝
書
』『
金
春
流
曲
法
秘
伝
書
』『
花
伝

髄
脳
記
④
』『
謡
秘
伝
鈔
』
な
ど
少
な
か
ら
ぬ
伝
書
に
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
何
が
似

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
を
含
め
明
言
さ
れ
な
い（18）
。

呂
の
謡
い
方
に
は
、強
く
い
い
か
け
て
延
べ
て
和
ら
げ
る
（
ｃ
）
と
い
う
特
徴
が
あ
る

と
い
う
。
ど
ん
な
声
質
で
あ
っ
て
も
、
強
靭
で
安
定
し
た
発
声
が
基
本
で
あ
ろ
う
か
ら
、

そ
の
上
で
な
お
「
強
く
い
い
か
け
る
」
と
は
、
息
を
多
め
に
使
っ
て
、
少
し
勢
い
込
ん

だ
、
昂
っ
た
感
じ
で
謡
い
出
す
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
文
脈
で
は
、
ど
こ
ま
で
が
平

家
語
り
に
似
て
い
る
の
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、「
呂
の
声
と
云
ハ
平
家
の
や
う
」

（
ｂ
）
に
対
し
て
、「
呂
の
ふ
し
は
謡
に
さ
だ
め
て
あ
る
」（
ｄ
）
と
繋
が
る
文
脈
に
注
目

し
た
い
。
す
な
わ
ち
、ゆ
っ
た
り
し
た
声
質
や
ふ
し
の
印
象
は
総
体
的
に
平
家
に
似
て
い

る
が
、
特
に
、
強
く
い
い
か
け
て
延
べ
て
和
ら
げ
る
と
い
う
呂
の
ふ
し
は
謡
に
特
徴
的
だ

と
い
う
意
味
に
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ふ
し
」
は
、
ク
リ
節
や
マ
ワ
シ
と
い
っ
た
、
旋
律
を
形
作
る
個
々
の
音
型
を
指
す
こ

と
が
多
い
が
、
元
来
は
竹
の
節
の
よ
う
に
、
全
体
が
真
っ
直
ぐ
な
中
で
ご
つ
ご
つ
と
盛
り

上
が
り
、
流
れ
が
い
っ
た
ん
堰
き
止
め
ら
れ
る
所
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
曲
」
の
字
が

当
て
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、特
に
技
巧
的
な
ふ
し
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
も
と
よ
り
「
音

曲
」
が
技
巧
の
意
味
で
使
わ
れ
る
例
は
多
く（19）
、ｅ
の
「
曲
を
す
る
」
も
、「
ふ
し
を
す
る
」

或
は
「
き
ょ
く
を
す
る
」
と
読
ん
で
「
呂
の
声
で
技
巧
的
な
ふ
し
を
謡
う
」
と
解
釈
で
き

よ
う
。
ｄ
の
「
謡
に
さ
だ
め
て

0

0

0

0

あ
る
」
と
は
、そ
の
ふ
し
が
ま
さ
し
く
謡
な
ら
で
は
の
独

特
な
技
巧
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
謡
で
は
「
声
を
あ
ま
た
使
い

お
き
て
」（
ｅ
の
直
前
）
呂
の
声
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
り
（
ｇ
）、習
得
で
き
な
い
う
ち

は
「
曲
を
い
う
べ
か
ら
ず
」（
ｆ
）
な
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
は
呂
の

声
で
な
け
れ
ば
謡
を
謡
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。呂
の
声
を
習
得
し
な

い
う
ち
は
技
巧
的
な
謡
い
方
を
せ
ず
、
規
範
的
な
謡
を
素
直
に
謡
う
べ
き
だ
（
律
の
声

で
）、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

強
い
息
で
発
声
し
た
声
を
柔
ら
か
く
曲
線
的
に
扱
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
曲
（
技
巧
）
を
謡

う
の
が
謡
特
有
の
呂
の
ふ
し
で
あ
り
、そ
の
技
巧
的
表
現
で
謡
わ
れ
る
の
が
「
愁
い
の
か

た
」（
ｈ
）
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
愁
い
」
は
文
脈
か
ら
い
っ
て
世
阿
弥
の
音
曲
論
に

お
け
る
「
祝
言
」
に
対
す
る
「
愁
い
」、
つ
ま
り
「
亡
臆
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
祝
言
」
以

外
の
人
間
的
心
情
を
幅
広
く
指
し
て
い
る
。従
っ
て
恋
慕
や
優
美
の
表
現
に
も
呂
の
ふ
し

の
技
巧
が
用
い
ら
れ
る
が
、
中
で
も
呂
の
ふ
し
の
典
型
は
、
懊
悩
や
絶
望
な
ど
の
強
い
心

情
表
現
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
〈
景
清
〉
の
謡
が
「
呂
の
声
の
稽
古
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哥
」
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

1
‐
3　

律
の
声
の
特
徴

「
強
く
い
ひ
か
け
る
」（
ｃ
）
呂
の
声
に
対
し
、律
の
説
明
に
「
弱
く
」
と
い
う
言
葉
は

一
度
も
な
い
（
む
し
ろ
「
鉄
壁
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
）。
律
の
性
格
は
「
す

ぐ
に
し
て
ふ
し
な
し
」（
Ａ
）
で
あ
り
、
特
徴
は
瀧
の
水
の
よ
う
に
す
る
す
る
と
し
た
屈

折
し
な
い
謡
い
方
（
Ｂ
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
律
呂
の
本
質
的
な
違
い
は
ふ
し
の
有
無
で
あ

り
、
両
者
の
特
徴
は
「
真
っ
直
ぐ
」
と
「
屈
曲
」
に
集
約
で
き
る
の
で
あ
る

金
春
禅
鳳
か
ら
の
相
伝
を
う
た
う
『
金
春
流
曲
法
秘
伝
書
』
に
は
、「
呂
」
の
字
に
「
フ

シ
ア
リ
」、「
律
」
の
字
に
「
フ
シ
ナ
シ
」
の
仮
名
を
振
る
所
が
あ
る
。
ま
た
『
花
伝
髄
脳

記
④
』
に
も
「
さ
し
事
は
直
ぐ
に
し
て
律
也
。
ふ
し
な
し
。
さ
し
声
は
ふ
し
あ
り
て
呂

也
」
と
、ふ
し
の
有
無
と
呂
律
を
結
び
つ
け
る
記
述
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
金
春
系
の
謡

で
は
、
実
際
に
呂
の
声
・
律
の
声
と
ふ
し
（
技
巧
）
の
有
無
と
が
結
び
つ
い
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
律
が
祝
言
（
Ｃ
）
と
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
祝
言
が
ふ
し
の
な

い
直
な
る
謡
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
世
阿
弥
の
『
五
音
曲
条
々
』
に
「
祝
言
と
は

安
楽
音
也
。
直
に
云
ひ
た
る
が
、や
す
や
す
と
く
だ
り
て
、治
声
な
る
か
か
り
也
」（〔
表
・

加
藤
一
九
七
四
：
一
九
八
〕
カ
タ
カ
ナ
を
平
仮
名
に
変
え
た
）
と
あ
る
よ
う
に
、
祝
言
の

謡
は
ま
っ
す
ぐ
安
ら
か
に
歌
い
続
け
る
も
の
で
、装
飾
や
技
巧
に
心
が
傾
く
こ
と
の
な
い

素
直
な
謡
で
あ
る
。『
宗
筠
袖
下
』
の
次
の
記
事
「
唄
を
教
ゆ
る
に
、
初
心
の
人
に
は
音

曲
な
き
み
じ
か
き
詠
の
祝
言
が
ち
な
る
を
教
え
て
、
次
第
〳
〵
に
子
細
有
べ
し
」（〔
表
・

伊
藤
一
九
六
九
：
五
四
七
〕）
に
お
い
て
も
、「
祝
言
が
ち
な
る
」
謡
に
は
音
曲
（
技
巧
）

が
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
て
、「
祝
言
＝
ふ
し
な
し
」
と
い
う
把
握
が
認
め
ら
れ
る
。

祝
言
と
は
真
っ
直
ぐ
で
安
々
と
し
た
心
持
の
謡
だ
と
い
う
理
解
は
、世
阿
弥
に
お
い
て
も

金
春
家
に
お
い
て
も
同
じ
と
い
え
る
が
、そ
れ
を
呂
で
は
な
く
律
の
声
と
す
る
点
が
異
な

る
の
で
あ
る
。

律
に
は
直
線
的
な
性
格
が
あ
り
、す
る
す
る
と
淀
み
な
く
謡
う
こ
と
で
基
本
的
な
旋
律

線
を
描
く
傾
向
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
現
在
の
ヨ
ワ
吟
の
特
徴
で
も
あ
る
。
現
在
は
祝

言
と
脇
能
が
同
一
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、祝
言
と
ヨ
ワ
吟
は
矛
盾
す
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、祝
言
小
謡
や
祝
言
能
に
は
ヨ
ワ
吟
の
曲
も
あ
る
。
祝
言
は
世
阿
弥
に
よ
っ
て
「
安
全

音
」（『
五
音
上
』）「
安
楽
音
」（『
五
音
曲
条
々
』）
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
屈
託
の
無

さ
を
専
一
と
す
る
の
で
あ
る
。

1
‐
4　

相
音
的
発
想

本
書
の
「
呂
宮
」
や
「
律
商
」
等
の
意
味
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。
音

楽
用
語
と
し
て
は
、
呂
音
階
・
律
音
階
に
お
け
る
宮
商
角
徴
羽
そ
れ
ぞ
れ
の
音
高
の
こ
と

と
想
像
し
得
る
が
、文
脈
的
に
そ
の
可
能
性
は
考
え
難
い
。
あ
る
い
は
真
言
声
明
の
楽
理

書
『
魚
山
（
蠆
芥
）
集
』
の
「
呂
律
事
」
や
『
音
律

華
集（20）
』
の
「
呂
律
五
音
替
目
事
」

に
お
け
る
、
呂
の
五
音
・
律
の
五
音
に
依
拠
し
た
独
自
の
説
だ
ろ
う
か
。
呂
律
と
五
声
に

関
し
て
は
、
第
一
〇
条
に
も
「
宮
と
出
し
て
ハ
呂
【
に
】
心
を
か
け
、
商
と
出
し
て
ハ
律

と
心
か
け
よ
」
等
、
音
階
音
の
性
格
（
主
音
・
導
音
等
）
と
呂
律
を
結
び
つ
け
た
記
述
も

あ
る
。
が
、
や
は
り
声
明
の
音
律
論
と
は
内
容
が
か
け
離
れ
て
い
る
。
不
明
の
ま
ま
だ

が
、
こ
こ
で
は
次
の
二
点
を
指
摘
し
た
い
。

一
つ
に
は
、
世
阿
弥
の
「
相
音
」
に
通
ず
る
発
想
が
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

「
律
商
」
の
説
明
の
「
す
ぐ
に
云
下
す
【
＝
律
】
う
ち
に
、
い
ひ
や
ハ
ら
く
る
【
＝
呂
】」

や
、「
呂
徵
」
の
「
す
る
〳
〵
と
行
く
様
【
＝
律
】
に
て
き
つ
と
【
す
ば
や
く
】
い
ひ
延

る
【
＝
呂
】」
な
ど
、実
践
上
の
律
呂
両
方
の
運
用
を
説
い
て
い
る
点
で
あ
る
。「
律
呂
と

云
も
呂
徵
【
の
】
心
な
り
」
は
、「
呂
徴
」
と
い
う
言
葉
が
、
す
る
す
る
と
行
く
律
か
ら

す
ば
や
く
呂
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
、と
読
め
ば
理
解
で
き
よ
う
。
世
阿
弥
の

「
音
曲
を
ば
、呂
律
〳
〵
と
謡
ふ
べ
し
」（『
申
楽
談
義
』〔
表
・
加
藤
一
九
七
四
：
二
八
二
〕）

と
実
質
的
に
共
通
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
右
と
も
重
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
が
現
在
に
も
通
じ
る
微
細
な
ふ
し
、

又
は
部
分
的
な
謡
い
方
を
指
す
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
呂
徴
」
は
次
項
で

取
り
上
げ
る
五
音
連
声
の
謡
い
方
に
似
て
い
る
。「
律
商
」
が
「
さ
し
こ
ゑ
の
内
に
あ
り
」
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と
い
う
の
も
、さ
ら
さ
ら
と
謡
い
進
め
句
末
で
ふ
し
を
謡
う
現
在
の
サ
シ
謡
に
通
ず
る
所

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
ふ
し
を
指
す
言
葉
で
あ
れ
ば
、今
後
精
査
す
る
こ
と
で

個
々
の
内
容
を
読
み
解
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

1
‐
5　

呂
律
の
性
格
と
特
徴

呂
律
の
性
格
と
表
現
の
特
徴
を
改
め
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

2　

呂
律
の
声
の
運
用
と
実
践

2
‐
1　

ロ
ン
ギ
な
ど

呂
律
に
関
す
る
記
述
は
15
④
「
ろ
ん
ぎ
む
き
の
曲
之
事
」
と
、15
⑬
「
引
延
曲
と
い
ふ

事
」
に
も
あ
る
の
で
、抜
粋
し
て
左
に
引
用
す
る
。
15
④
は
主
に
謡
の
請
け
渡
し
に
お
け

る
呂
の
運
用
、
15
⑬
は
五
音
連
声
で
の
呂
の
運
用
を
説
く
内
容
と
思
わ
れ
る
。

15
④  

論
儀
に
二
人
し
て
う
た
ふ
事
あ
り
。同
音
の
う
た
を
う
た
ふ
も
の
ハ
すア

る
〳
〵
と
強

く
う
た
ふ
べ
し
。
うイ

け
取
か
た
ハ
呂
に
う
け
取
べ
し
。
論
儀
に
呂
律
あ
る
也
。
同ウ

音

の
方
ハ
曲
を
う
た
ふ
と
心
へ
、
強
く
い
ひ
か
け
て
、
請
取
方
も
呂エ

に
ゆ
う
〳
〵
と
う

け
と
ら
す
べ
し　

う
け
と
る
方
ニ
あ
か
さ
た
な
は
ま
や
ら
わ
の
文
字
あ
ら
は
、そ
れ

に
て
曲
を
す
べ
し
。
た
け
く
ら
べ
【
同
じ
助
詞
や
同
じ
音
型
が
続
く
こ
と
】
の
所
あ

ら
は
、
前オ

の
句
を
強
く
い
ひ
わ
た
し
て
後
の
句
を
呂
に
云
。

15
⑬  

引
と
云
ハ
、
字カ

一
字
に
強
く
あ
た
り
、
延
所
を
や
わ
ら
げ
て
謳
を
呂
の
曲
と
云
も
此

曲
の
心
也
。【
具
体
例
を
挙
げ
る
】

15
④
の
最
初
の
記
述
で
は
、ロ
ン
ギ
の
同
音
は
「
す
る
〳
〵
と
強
く
う
た
ふ
」（
ア
）
の

に
対
し
「
う
け
取
か
た
ハ
呂
に
う
け
取
」（
イ
）
と
あ
る
の
で
、
同
音
は
律
、
役
謡
は
呂

と
解
釈
で
き
る
。地
謡
よ
り
も
シ
テ
が
概
し
て
ゆ
っ
た
り
と
謡
う
現
在
の
ロ
ン
ギ
の
謡
い

方
と
同
じ
で
あ
り
、こ
こ
で
の
呂
の
意
味
が
具
体
的
に
わ
か
る
。
し
か
し
ウ
に
つ
い
て
は

逆
に
同
音
が
呂
の
謡
い
方
（
曲
を
謡
う
と
心
得
、強
く
い
い
か
け
る
）
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
或
は
「
シ
テ
が
曲
を
う
た
ふ
と
心
へ
」
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
解
釈
を
保
留
し
た

い
。
エ
は
同
音
・
役
謡
に
限
ら
ず
、
相
手
へ
の
受
け
渡
し
箇
所
で
声
を
延
ば
し
て
ゆ
っ
た

り
請
け
取
ら
せ
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
箇
所
に
現
在
の
謡
本
が
「
少
シ
メ

【
少
し
テ
ン
ポ
を
落
と
す
】」
な
ど
と
注
記
す
る
よ
う
に
、現
在
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
技

法
で
あ
り
、ミ
ク
ロ
的
な
レ
ベ
ル
で
の
呂
の
声
の
用
法
が
理
解
で
き
る
。
オ
は
強
い
声
を

柔
ら
か
く
変
化
さ
せ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
呂
の
説
明
と
同
じ
で
あ
る
。

15
⑬
は
、
句
末
（
語
尾
）
の
母
音
を
延
ば
し
て
同
じ
母
音
の
次
句
に
滑
ら
か
に
移
る
、

い
わ
ゆ
る
五
音
連
声
の
技
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
例
示
さ
れ
て
い
る
の
は
喜
阿
弥
作〈
女
郎

花
〉
の
一
節
「
嵯
峨
野
の
原
の
を

0

0

み
な
め
し
」
の
傍
点
部
「
の
―
を
」
で
あ
る
。
ご
く
局

所
的
な
息
遣
い
（
お
そ
ら
く
は
微
細
な
音
程
操
作
を
伴
う
）
だ
が
、現
在
も
耳
に
す
る
技

巧
で
あ
る
。
語
句
の
切
れ
目
の
母
音
で
俄
に
声
を
内
へ
引
く
よ
う
に
延
ば
し
、息
継
ぎ
せ

ず
に
柔
ら
か
く
次
句
に
移
る
技
法
で
、
聞
く
者
の
耳
を
そ
ば
だ
た
せ
る
繊
細
さ
が
あ
る
。

こ
の
例
で
は
女
郎
花
の
「
く
ね
る
」
と
い
う
艶
麗
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
含
ん
で
い
る
だ
ろ

う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
扱
い
を
「
呂
徴
」
と
称
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
に
お
け
る
呂
と
は
、
根
本
的
に
亡
臆
の
表
現
で
あ
り
、
細
部
に
お
い
て
は
技
巧
的

な
声
扱
い
と
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
貫
し
て
、強
く
発
声
し
た
声
を
局
所

的
に
ゆ
っ
た
り
と
和
ら
げ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

表 2　「道見伝書」おける呂律
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2
‐
2

呂
の
声
の
稽
古
哥

呂
の
声
の
習
得
に
と
っ
て
稽
古
と
な
る
謡
が
、「
松
門
の
謡
」
と
い
わ
れ
る
〈
景
清
〉

の
最
初
の
シ
テ
謡
で
あ
る
と
い
う
（
写
真
7
・
8
・
9
）。
尤
も
こ
の
条
は
、
呂
の
声
を

「
平
家
の
よ
う
」
だ
と
す
る
第
八
条
に
合
わ
せ
て
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

呂
律
の
条
に
〈
景
清
〉
へ
の
言
及
は
な
く
、
呂
律
の
記
事
か
ら
離
れ
て
、
伝
書
の
ほ
ぼ
最

後
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
後
補
だ
と
し
て
も
、こ
の
曲
が
何
故
呂
の
声

の
稽
古
に
な
る
の
か
を
探
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
現
在
こ
の
謡
は
、ツ
ヨ
吟
と
ヨ
ワ

吟
が
頻
繁
に
交
錯
し
複
雑
な
音
程
と
息
扱
い
で
謡
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
聞
か
せ
所
で
あ

る
。
平
家
語
り
と
し
て
暗
澹
た
る
日
々
を
送
る
景
清
の
、言
葉
に
収
ま
り
き
ら
な
い
強
い

心
情
が
、
言
葉
の
抑
揚
を
誇
張
す
る
よ
う
な
ふ
し
ま
わ
し
で
迫
真
的
に
表
現
さ
れ
る
。

般
（
写
真
7
）
は
漢
文
体
で
節
付
け
が
な
い
が
、
東
と
拾
（
写
真
8
・
9
）
に
は
博
士

（
ゴ
マ
点
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
両
者
の
記
譜
法
が
ほ
ぼ
同
じ
で
金
春
系
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
比
較
の
た
め
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
の
謡
本
を
載
せ
た
。

写
真
10
は
金
春
流
の
名
人
で
あ
っ
た
下
間
少
進
（
天
文
二
〇
（
一
五
五
一
）
―
元
和
二

（
一
六
一
六
））
の
手
沢
車
屋
謡
本
、写
真
11
は
貞
享
三
年（21）
に
刊
行
さ
れ
た
六
徳
本
と
通
称

さ
れ
る
金
春
系
謡
本
、写
真
12
は
観
世
小
次
郎
信
光
の
筆
と
伝
え
ら
れ
る
観
世
系
謡
本
で

あ
る
。
た
と
え
ば
「
み
つ
か
ら
」
の
「
か
」、「
移
る
を
も
」
の
「
を
・
も
」
な
ど
に
、
東
・

拾
と
金
春
系
二
本
に
は
フ
リ
型
の
記
号
が
あ
る
が
、観
世
系
で
は
へ
の
字
型
の
記
号
で
あ

る
。
ま
た
「
清
光
」
の
「
光
」
に
対
し
、
東
・
拾
で
は
漢
字
・
か
な
表
記
に
関
わ
ら
ず

「
く
わ
う
」
の
三
文
字
分
の
ゴ
マ
を
当
て
る
が（22）
、
六
徳
本
の
「
清
光
」「
堯
骨
」、
下
間
本

の
「
き
よ
う
こ
つ
」
に
も
同
様
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る（23）
。

六
徳
本
は
ツ
ヨ
吟
ヨ
ワ
吟
の
別
を
公
に
記
し
た
最
初
の
謡
本
で
、弓
偏
と
禾
偏
を
か
た

ど
っ
た
「
弓
」「
禾
」
の
記
号
が
そ
れ
ぞ
れ
強
吟
（
ツ
ヨ
吟
）・
和
吟
（
ヨ
ワ
吟
）
の
印
で

あ
る
。
こ
の
謡
本
で
は
、「
松
門
」
の
謡
出
し
の
所
に
「
少
弓
」（
少
し
つ
よ
く
）
の
指
示

が
あ
る
だ
け
で
、
現
在
の
よ
う
な
複
雑
な
吟
の
入
れ
替
わ
り
を
示
す
表
示
は
な
い
。
た

だ
、
写
真
11
の
鴻
山
文
庫
本
で
は
、
上
部
に
「
禾
」
と
い
う
ヨ
ワ
吟
の
印
の
書
込
み
が
あ

る
こ
と
か
ら
、謡
い
方
が
流
動
的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ヨ
ワ
吟
の
謡
で
始
ま
り
な
が

写
真
8
『
音
曲
秘
伝
書
』
第
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

　

第
二
九
条　

呂
の
声
稽
古
哥

写
真
9
『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
中
巻

　
　
　
　
　
　
　
　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵

　

第
二
九
条　

呂
の
声
稽
古
謡
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ら
、
そ
の
場
の
迫
真
的
な
心
情
表
現
と
し
て
、
強
く
、
ま
た
柔
ら
か
い
呂
の
声
が
駆
使
さ

れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る（24）
。
そ
の
結
果
と
し
て
、明
瞭
な
旋
律
よ
り
も
言
葉
に
近
づ
く
よ

う
な
謡
い
方
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ツ
ヨ
吟
・
ヨ
ワ
吟
と
い
う
歌
唱
法
の
概
念
と
規
則

が
整
う
に
つ
れ
て
、そ
れ
が
吟
の
交
代
と
し
て
記
譜
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
道
筋

が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
箇
所
で
は
、
ど
こ
か
ら
が
ツ
ヨ
吟
か
と
い
う
境
目
が
、
同

じ
流
儀
に
お
い
て
も
時
代
に
よ
り
違
っ
て
い
る
こ
と
が
〔
広
瀬
一
九
五
二
：
七
四
・

八
〇
・
八
九
等
〕
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
上
記
の
よ
う
な
道
筋
ゆ
え
の
現
象
で
あ

ろ
う
。

図
2
は
現
行
の
金
春
流
と
観
世
流
の
謡
本（25）
の
吟
表
記
、
お
よ
び
架
蔵
の
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
岡
田
三
郎
右
衛
門
刊
〈
景
清
〉（
写
真
13
）
に
書
き
込
ま
れ
た
吟
表
記
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。（
詞
と
ふ
し
は
現
行
金
春
流
を
基
準
と
し
て
い
る
の
で
、
観
世
流
と

一
部
異
な
っ
て
い
る
。）
岡
田
本
へ
の
書
き
込
み
時
期
は
不
明
だ
が
明
和
改
正
本

（
一
七
六
五
）
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
。
江
戸
期
に
現
行
と
か
な
り
近
い
形
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図
2
に
＊
を
付
し
た
箇
所
は
、「
し
ほ
る
」「
ク
ル
」「
入
」
な
ど
、
ク
リ
音
に
上
が
る

写
真
10　

下
間
少
進
手
沢
車
屋
謡
本
〈
景
清
〉　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵

　
　
（
丁
の
裏
・
表
を
合
わ
せ
て
該
当
部
分
だ
け
を
掲
出
。
写
真
11
・
12
も
同
じ
）

写
真
11　

貞
享
三
年
霜
月
外
組
六
徳
本
〈
景
清
〉　

法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵

写
真
12　

伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
〈
景
清
〉　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
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ふ
し
の
箇
所
で
あ
る
。
呂
と
い
う
と
低
い
音
域
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、「
松
門
の
謡
」

は
上
音
で
謡
い
出
さ
れ
、音
位
と
し
て
は
高
い
音
位
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
呂
の
概
念
は

音
高
と
は
関
係
な
く
、
あ
く
ま
で
声
の
性
格
の
概
念
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

強
い
発
声
で
柔
ら
か
く
動
く
と
い
う
呂
の
特
徴
は
、ツ
ヨ
吟
の
曲
線
的
な
歌
唱
法
に
通

じ
て
い
る
。「
松
門
の
謡
」の
よ
う
に
ツ
ヨ
吟
が
頻
繁
に
入
り
込
ん
だ
現
在
の
節
付
け
が
、

呂
の
声
の
運
用
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、呂
の
声
は
ツ
ヨ
吟
を
発
展
さ
せ
た
声
だ
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
‐
4　

呂
の
声
の
伝
承

典
型
的
な
呂
の
声
の
謡
と
さ
れ
た
「
松
門
の
謡
」
は
、そ
の
後
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
近
代
の
手
引
き
書
に
は
「
す
ね
る
」
と
い
う
表
現
で
、呂
の
声
の
性

格
を
伝
承
す
る
も
の
も
あ
る
。

資
料
1
『
謡
曲
秘
伝
書
』
大
西
閑
雪　

一
九
一
四
年

【
景
清
（
八
七
頁
）】　

…
…
松
門
ノ
出
、
至
テ
ス
ネ
〳
〵
シ
ク
至
テ
根
ツ
ヨ
ク
謡
フ
ベ
シ

呂
調
子
口
伝

松
門
独
と
ち
て
年
月
を
送
り
…
…

『
謡
曲
秘
伝
書
』
は
「
京
観
世
」
と
称
さ
れ
た
岩
井
七
郎
右
衛
門
家
の
筆
頭
弟
子
で
あ
っ

た
大
西
閑
雪
の
口
伝
書
。
謡
い
出
し
に
「
呂
調
子
口
伝
」
と
あ
り
、こ
の
謡
が
呂
の
謡
だ

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
で
は
こ
の
あ
と
に
謡
本
文
を
書
き
、「
静
光
」

に
「
ク
リ
和
」、「
見
さ
れ
は
」
の
「
見
さ
」
に
「
少
強
」、「
れ
」
に
「
和
」、「
は
」
に

「
強
」
等
、
細
か
く
謡
い
方
を
注
記
し
て
い
る
。
謡
で
「
す
ね
る
」
と
い
う
言
葉
は
耳
慣

れ
な
い
が
、
江
戸
期
に
時
折
見
ら
れ
、
江
戸
中
期
の
謡
伝
書
『
謡
之
秘
祓
条
（々26）

』
に
は
、

五
音
の
哀
傷
（
原
本
の
表
記
は
「
ア
イ
シ
ウ
」）
に
対
し
「
ス
ネ
吟
」
と
記
す
例
が
あ
る
。

す
ね
る
よ
う
に
屈
曲
し
な
が
ら
も
根
強
く
謡
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
道
見
伝
書
」
で
い
う

写
真
13　

元
禄
八
年
岡
田
三
郎
右
衛
門
刊
〈
景
清
〉　

架
蔵

　
　

 

　

和
・
弓
（
強
）・
ウ
な
ど
の
書
込
み
の
年
代
は
不
明図 2　〈景清〉吟の混合
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呂
の
特
徴
そ
の
ま
ま
と
い
え
よ
う
。

資
料
2
「
続
々
謡
ひ
様
五
十
番　

景
清
」
大
西
亮
太
郎

　

 

　
　
『
能
楽
画
報
』
六
―
五　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

　

観
世
宗
家
十
三
代
玄
用
居
士
師
曰
く
、「
松
門
出
如
何
に
も
ス
ネ
〳
〵
し
く
、
至
つ

て
根
づ
よ
く
唄
ふ
べ
し
。
景
清
は
盲
人
な
れ
ば
常
に
不
満
憤
り
を
含
み
、腹
立
ち
居
り
し

な
ら
ん
。
殊
に
老
人
の
剛
の
者
に
て
、
身
盲
目
な
れ
ば
、
心
の
内
の
り
き
み
無
念
の
極
を

詞
に
あ
ら
は
す
も
の
ぞ
。
平
生
の
老
人
の
如
く
此
體
の
も
の
に
て
工
夫
可
付
。
一
番
に
て

云
ふ
時
は
、
実
盛
は
一
通
り
の
剛
の
者
の
老
ひ
た
る
な
れ
ば
、
強
み
を
専
ら
に
可
唄
な

り
。
景
清
は
述
懐
哀
傷
を
含
む
も
の
な
れ
ば
、後
に
於
て
異
な
り
。
松
門
の
出
は
根
強
く

唄
ふ
べ
し
。」

資
料
2
は
閑
雪
の
甥
大
西
（
手
塚
）
亮
太
郎
に
よ
る
謡
い
方
解
説（27）
で
、
資
料
1
と
同
様

の
内
容
だ
が
、
こ
れ
を
江
戸
前
期
の
十
三
代
観
世
大
夫
滋
章
玄
用
（
一
六
三
六
―

一
七
〇
九
）
の
口
伝
だ
と
し
て
い
る
（
注
26
参
照
）。
こ
こ
で
は
「
呂
の
声
」
と
い
う
言

葉
は
使
わ
れ
な
い
が
「
心
の
内
の
り
き
み
、無
念
の
極
を
詞
に
あ
ら
は
す
も
の
」
と
す
る

言
葉
に
、
呂
の
声
の
強
さ
と
屈
折
が
表
さ
れ
て
い
る
。
記
事
の
中
で
挙
げ
ら
れ
る
〈
実

盛
〉
に
も
、
言
葉
の
抑
揚
に
近
い
複
雑
な
ツ
ヨ
・
ヨ
ワ
混
交
の
謡
が
あ
る
。
呂
の
声
は
、

歌
謡
的
な
表
現
と
は
別
方
向
の
技
法
を
発
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

3
．「
道
見
伝
書
」
の
呂
律
観
の
流
布

世
阿
弥
の
呂
律
論
は
、謡
に
と
ど
ま
ら
ず
能
楽
の
造
形
全
体
を
も
貫
く
概
念
と
し
て
一

貫
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
、と
い
う
の
が
現
代
の
認
識
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
が
「
道
見

伝
書
」
の
呂
律
論
も
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、あ
る
程
度
受
容
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
の

最
後
に
、
そ
の
江
戸
期
に
お
け
る
受
容
の
例
を
紹
介
す
る
。

資
料
3
‐
1　
『
音
曲
秘
伝
』　

桃
井
豁
蔵

呂
ノ
声
ト
云
事
、
是
ワ
ク
ド
キ
ニ
モ
似
ズ
、
又
ク
ト
キ
ノ
ヤ
ウ
ナ
リ
。
物
ヲ
ク
ト
ク

声
ヨ
リ
モ
モ
ノ
シ
ク
【
マ
マ
】
云
也
。
此
曲
ワ
平
家
ヲ
語
ル
声
ノ
ヤ
ウ
成
可
。
其
ヲ

何
ト
モ
云
。
想

（
マ
マ
）シ
テ
呂
ワ
愁
、
律
ワ
祝
言
也
。

資
料
3
‐
2　
『〔
観
世
元
忠
〕
筆
巻
子
本
音
曲
伝
書
』

呂
の
声
と
云
事
、
是
ハ
く
ど
き
に
も
に
ず
、
又
く
ど
き
の
や
う
成
。
物
を
く
ど

く
声
に
て
も
の
〳
〵
敷
云
也
。
此
曲
ハ
平
家
の
や
う
な
る
べ
し
。
そ
れ
を
か
ん

の
う
と
云
也
。

資
料
3
‐
1
は
〔
笹
野
一
九
四
三
：
七
九
〕
に
全
文
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
る
幸
若
小
八
郎

家
末
裔
の
桃
井
氏
所
蔵
の
本
で
、
右
は
同
書
よ
り
転
載
し
た
（〔
小
西
一
九
四
六
〕
に
も

一
部
引
用
さ
れ
て
い
る
）。
資
料
3
‐
2
は
既
述
の
「
十
五
之
次
第
」
を
収
載
す
る
宗
節

（
元
忠
）
自
筆
本
で
あ
る
。
桃
井
家
蔵
本
の
現
物
は
未
確
認
だ
が
、〔
笹
野
一
九
四
三
〕
の

翻
刻
文
か
ら
み
て
、
資
料
3
‐
2
の
同
系
本
か
ら
抜
粋
編
集
し
た
事
が
確
実
と
思
わ
れ

る
。
但
し
内
容
に
即
し
て
「
謡
」
を
「
舞
」
に
変
え
る
な
ど
、幸
若
舞
に
適
応
さ
せ
た
形

に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
が
転
写
の
ど
の
段
階
で
の
付
加
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、

呂
律
の
配
当
に
つ
い
て
「
道
見
伝
書
」
と
同
じ
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

資
料
4
『
音
曲
玉
渕
集
』
三
巻　

享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
刊

呂
律
の
わ
か
ち
の
事

【
呂
は
祝
言
、
律
は
愁
と
分
類
し
た
の
ち
】
音
曲
の
強
吟
に
も
和
吟
に
も
呂
律
は
離

る
る
事
な
く
、
う
え
に
て
謡
ふ
所
に
も
又
下
に
て
諷
ふ
所
に
も
随
ふ
て
呂
律
有
。

…
…
呂
律
と
偏
る
時
は
、
呂
は
和
ら
か
過
て
愁
ひ
に
聞
え
、
律
は
ぎ
こ
つ
に
尖
り
て

ふ
し
に
艶
す
く
な
く
し
て
聞
に
く
し
。

『
音
曲
玉
渕
集
』
は
謡
の
百
科
全
書
的
な
書
物
で
様
々
な
先
行
伝
書
か
ら
記
事
を
取
り
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入
れ
て
い
る
。
傍
線
部
は
『
謡
鏡
』（
第
一
章
6
‐
3
参
照
）
の
文
章
と
ほ
ぼ
同
じ
。『
謡

鏡
』
に
は
「
道
見
伝
書
」
に
依
拠
し
た
記
事
が
多
い
が
、傍
線
部
は
『
謡
鏡
』
独
自
の
文

で
あ
る
。
呂
＝
祝
言
と
い
う
世
阿
弥
の
セ
オ
リ
ー
を
踏
ま
え
つ
つ
、呂
の
声
に
は
愁
い
に

傾
く
傾
向
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

資
料
5
『
諷
学
法
』
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
筆　

法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵　

一
書
ニ
呂
ハ
陽
也
祝
言
也
生
息
也
寒
天
ト
云
、
律
ハ
陰
也
入
息
也
死
息
也
炎
天
ト
云

リ
。
…
…
本
朝
催
馬
楽
ハ
呂
ヲ
陽
ト
シ
春
ト
シ
、
律
ヲ
陰
ト
シ
秋
ト
ス
、
是
異
朝
ノ

替
リ
乄
可
成
ト
云
リ
。
又
謡
曲
拾
穂
抄
ノ
中
巻
ニ
ハ
律
ハ
祝
言
、
呂
ハ
愁
声
也
ト
記

ス
。
又
観
世
小
治
郎
（
マ
マ
）
元
頼
、
永
禄
八
年
三
月
ニ
記
サ
レ
シ
書
ニ
、
律
ハ
祝

言
也
、
呂
ハ
愁
ノ
方
也
ト
有

資
料
5
の
編
著
者
は
中
嶋
幸
来
な
る
不
明
の
人
物
。竹
村
孫
之
進
の
謡
に
言
及
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、〔
表
一
九
九
八
：
二
三
五
〕
は
「
京
観
世
系
の
人
の
享
保
前
後
の
著
述
」

と
す
る
。
右
の
引
用
文
の
あ
と
に
は
「
愚
案
」
と
し
て
、「【
雅
楽
で
は
】
律
ヲ
陽
ニ
、
呂

ヲ
陰
ニ
用
サ
セ
給
フ
」
と
の
聞
書
き
や
『
漢
書
』
律
暦
志
の
「
陽
律
為
律
、
陰
律
為
呂
」

の
件
な
ど
を
記
し
、
律
が
陽
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
右

に
い
う
永
禄
八
年
三
月
の
元
頼
伝
書
に
該
当
す
る
書
は
現
在
見
当
た
ら
な
い
。

ま
と
め

「
道
見
伝
書
」
の
呂
律
論
は
、
呂
を
亡
臆
の
声
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
亡
臆
と
は
、
幽

玄
、
恋
慕
、
哀
傷
と
い
う
広
い
分
野
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
り
、
様
々
な
人
間
的
心
情
、

感
興
、
感
慨
な
ど
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
現
を
担
う
の
が
呂
の
声
で
あ
り
、
こ
れ

が
謡
の
基
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
呂
を
亡
臆
に
配
当
す
る
謡
・
能
伝
書
は
、
年
記
の
上

で
は
本
書
が
最
古
で
あ
る
。

本
書
が
謡
の
基
本
と
す
る
呂
の
声
に
は
、
強
い
発
声
と
、
声
を
延
ば
す
よ
う
に
し
て
和

ら
げ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。本
稿
で
は
そ
れ
が
ツ
ヨ
吟
の
特
徴
に
通
じ
て

い
る
こ
と
を
読
み
解
い
た
。
ま
た
、現
在
ツ
ヨ
吟
と
ヨ
ワ
吟
の
頻
繁
に
交
錯
す
る
謡
が
呂

の
声
の
稽
古
哥
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、呂
の
声
に
よ
る
亡
臆
表
現
の
追
及
が
ツ
ヨ
吟
の
発

達
を
促
し
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
謡
の
最
も
特
徴
的
な
歌
唱
法
と
い
え
る
ツ
ヨ
吟
と
、亡

臆
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
で
、
本
書
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

謡
に
と
っ
て
呂
の
声
と
は
、人
間
的
な
心
情
を
表
現
す
る
声
の
技
法
を
発
展
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、そ
れ
と
引
き
換
え
に
旋
律
性
と
音
階
概
念
を
破
棄
し
て
い
く
も
の
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
そ
の
声
を
、
謡
に
こ
そ
あ
る
べ
き
声
だ
と
す
る
本
書
の
主
張
は
、
ツ
ヨ
吟
と
い

う
極
め
て
特
異
な
歌
唱
法
を
生
み
出
し
た
謡
の
芸
術
性
と
表
現
の
指
向
性
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

声
の
高
さ
や
声
質
か
ら
受
け
る
印
象
に
は
一
定
の
傾
向
が
あ
り
、そ
れ
が
声
楽
の
ジ
ャ

ン
ル
や
曲
趣
、役
柄
と
結
び
つ
く
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
口
に
低
く
て
太
い
声

と
い
っ
て
も
、
陽
気
か
ら
陰
鬱
、
喜
び
か
ら
絶
望
ま
で
多
様
な
造
形
が
可
能
な
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
声
の
質
を
呂
と
律
に
大
別
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
こ
れ
を

曲
趣
や
曲
調
に
配
当
す
る
こ
と
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。祝
言
的
表
現
に

は
あ
る
種
の
定
型
が
あ
っ
て
も
亡
臆
的
表
現
の
領
分
は
あ
ま
り
に
も
広
く
複
雑
で
あ
る
。

そ
の
表
現
は
多
彩
な
声
の
運
用
に
よ
っ
て
し
か
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。世
阿
弥
の
相

音
の
理
想
も
、
本
書
の
実
践
論
も
こ
の
点
で
は
違
い
が
な
い
。

本
書
の
成
立
時
期
は
未
詳
だ
が
、
種
々
の
伝
書
を
取
り
入
れ
て
い
る
所
か
ら
考
え
る

と
、著
者
が
世
阿
弥
の
呂
律
論
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
敢
え
て
世
阿
弥
と
逆
の
配
当
を
し
た
と
こ
ろ
に
は
強
い
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
が
、

祝
言
で
は
な
く
亡
臆
、
い
わ
ば
天
の
声
で
は
な
く
地
の
声
、
人
間
の
声
こ
そ
が
謡
の
基
本

だ
と
す
る
主
張
は
、著
者
ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
く
当
時
の
能
役
者
た
ち
の
率
直
な
芸
術

感
覚
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。果
た
し
て
謡
と
い
う
声
楽
は
祝
言
の
純
一
さ
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を
超
え
て
比
類
な
き
芸
術
的
表
現
力
を
獲
得
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

当
初
は
異
端
の
書
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
が
、本
書
は
比
較
的
流
布
し
た
よ
う
で

あ
る
。
読
み
解
け
な
い
条
文
を
多
々
残
し
て
い
る
の
で
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。
こ
の

伝
書
で
尊
重
さ
れ
る
ゆ
う
ゆ
う
と
し
た
呂
の
声
の
概
念
は
、伝
統
的
に
現
在
の
金
春
流
の

謡
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て
い
る
が
、こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。貴

重
な
資
料
の
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、東
北
大
学
附
属
図

書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
伝
音
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究「
能
の
音
曲
伝
書
の
実
践

的
な
解
釈
―
謡
鏡
を
読
む
」（
研
究
代
表
者
藤
田
隆
則
）
研
究
会
に
お
い
て
様
々
な
御

示
教
を
受
け
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注1 

「
茅
屋
」「
望
臆
」
な
ど
複
数
の
漢
字
表
記
が
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
亡
臆
を
使
用
す
る
。

2 

例
え
ば
横
道
萬
里
雄
に
よ
る
、「【
祝
言
ノ
声
・
亡
臆
ノ
声
の
】
二
つ
の
声
扱
い
の
差
が
次
第
に
極
端

に
な
っ
た
結
果
、
後
世
、
祝
言
ノ
声
か
ら
ツ
ヨ
吟
が
生
ま
れ
、
亡
臆
ノ
声
系
統
の
も
の
が
ヨ
ワ
吟
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（〔
横
道
一
九
八
六
：
八
〇
〕）
と
い
う
理
解
は
、
特
に
現
在
の
観
世
流
の

ツ
ヨ
吟
の
印
象
に
符
合
し
、
広
く
浸
透
し
て
い
る
。

3 

亡
臆
的
表
現
と
ツ
ヨ
吟
の
関
係
に
つ
い
て
は
、〔
高
橋
二
〇
二
二
〕
に
お
い
て
、
闌
曲
の
思
想
の
観
点

か
ら
指
摘
し
た
。

4 

〔
藤
田
二
〇
一
二
〕
は
「
音
階
の
ゆ
が
み
が
強
吟
の
主
た
る
「
音
楽
的
」
特
徴
」（
七
三
頁
）
と
し
、

そ
の
由
来
は
「
男
性
性
の
表
現
の
た
め
」（
七
五
頁
）
と
し
て
い
る
。
ツ
ヨ
吟
を
「
音
階
を
意
識
し
な

い
歌
い
方
」（
七
四
頁
）
と
す
る
点
は
洞
見
で
あ
ろ
う
。

5 

〔
竹
本
一
九
八
八
〕
は
、同
伝
書
の
最
初
に
位
置
す
る
「
花
伝
髄
脳
記
第
一
」
に
つ
い
て
は
「
禅
鳳
と

ほ
ぼ
同
時
代
の
金
春
系
の
末
流
の
伝
書
」（
二
九
八
頁
）、
四
番
目
に
位
置
し
『
風
曲
集
』
が
依
拠
す

る
「
風
曲
集
系
音
曲
伝
書
」
に
つ
い
て
は
「
系
統
不
明
」
と
し
（
三
一
四
頁
）、『
花
伝
髄
脳
記
』
全

体
と
し
て
は
「
純
正
な
金
春
座
系
伝
書
で
は
な
い
」（
同
前
）
と
し
て
い
る
。
七
・
八
番
目
は
装
束
付

け
（
一
部
演
出
も
）
を
記
す
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
全
二
巻
で
あ
る
。
鴻
山
文
庫
蔵
。〔
西
尾
一
九
七
七
〕

に
全
文
翻
刻
が
、〔
表
一
九
九
八
：
一
四
二
―
一
四
五
〕
に
解
題
が
あ
る
。

6 

表
章
「「
実
鑑
抄
」
系
伝
書
と
真
嶋
円
庵
（
秋
扇
翁
）」『
能
楽
史
新
考
（
一
）』
一
一
六
―

二
〇
〇
、一
九
七
九
、
わ
ん
や
書
店
、
宮
本
圭
造
「
真
嶋
宴
庵
伝
追
考
―
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
編
者
の

実
像
―
」『
能
楽
研
究
』
第
三
四
号
、
一
―
三
二
、二
〇
一
〇
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
伊
藤
正
義

「『
永
正
本
元
広
伝
書
』
翻
刻
」『
中
世
文
華
論
集　

第
五
巻
中
世
文
華
と
そ
の
資
料
（
上
）』、三
五
三

―
四
五
〇
、二
〇
二
二
、
和
泉
書
院
等
。
伊
藤
稿
に
つ
い
て
は
天
野
文
雄
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。

7 

『〔
観
世
元
忠
〕
筆
巻
子
本
音
曲
伝
書
』（
観
世
文
庫
蔵
）・『
音
曲
十
五
之
次
第
』（
同
）
に
収
載
さ
れ

る
。〔
表
一
九
八
六
②
〕
に
考
察
が
あ
る
。
但
し
「
道
見
伝
書
」
へ
の
言
及
は
な
い
。

8 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵　

研
一
五
一
。

9 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵　

研
二
八
一
五
。

10 

鴻
山
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
江
崎
家
旧
蔵
の
同
書
に
は
こ

の
部
分
を
含
む
序
文
・
目
次
・
目
次
付
言
が
な
い
。

11 

問
題
の
五
十
音
図
は
、『
混
沌
懐
中
抄
』
の
完
全
な
形
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
『
節
章
句
秘
伝
抄
』（〔
表

一
九
七
三
〕）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

12 

但
し
〔
表
一
九
七
四
〕
の
時
点
で
は
、
本
書
に
喜
阿
弥
の
〈
女
郎
花
〉
の
歌
詞
が
載
っ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
「
道
見
伝
書
」
へ
の
言
及
は
な
い
。

13 

『
金
春
安
照
秘
伝
書
』
に
は
「
道
見
伝
書
」
に
類
似
の
披
講
に
言
及
し
た
記
事
が
あ
る
。

14 

以
上
の
ほ
か
、
現
物
は
未
確
認
だ
が
、〔
田
中
一
九
九
七
：
四
一
三
〕
の
〈
金
菊
〉
の
項
に
紹
介
さ
れ

る
田
中
允
氏
蔵
『
音
曲
十
五
之
大
事
』、
お
よ
び
〔
表
一
九
七
四
：
七
〕
に
紹
介
さ
れ
る
高
安
六
郎
氏

旧
蔵
『
風
口
』
収
載
の
「
音
曲
十
五
之
大
事
」
も
、「
道
見
伝
書
」
の
そ
れ
と
同
系
と
思
わ
れ
る
。

15 

世
阿
弥
は
『
花
鏡
』「
音
習
道
之
事
」
に
お
い
て
『
漢
書
』
律
暦
志
第
一
条
よ
り
「
黄
帝
使
泠
綸
、自

大
夏
之
西
、
昆
侖
之
陰
、
取
竹
之
解
谷
生
、
其
竅
厚
均
者
、
断
両
節
間
而
吹
之
、
以
為
黄
鐘
之
宮
。

制
十
二
筩
以
聴
鳳
之
鳴
、
其
雄
鳴
為
六
、
雌
鳴
亦
六
」（『
漢
書　

第
四
冊　

志
』、
一
九
六
二
、
中
華

書
局
）
の
件
を
引
い
て
い
る
。
呂
を
「
地
・
陰
・
鳳
雌
」
等
に
、
律
を
「
天
・
陽
・
鳳
雄
」
等
に
擬

え
る
説
は
、
凝
然
撰
『
音
曲
秘
要
抄
』（（
一
三
三
三
）
な
ど
に
あ
る
。

16 

本
書
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
寛
文
二
年
の
刊
本
『
謡
鏡
』（
第
一
章
6
‐
3
参
照
）
は
、「
第
五
呂

律
之
事
」
に
お
い
て
、
本
書
の
「
平
家
の
こ
ゑ
の
様
に
て
す
る
〳
〵
と
行
を
呂
宮
と
云
」
に
相
当
す

る
箇
所
を
「
呂
宮
は
平
家
の
を
り
声
の
様
な
る
行
や
う
に
て
す
る
り
と
行
を
呂
宮
と
云
也
」
と
し
て

い
る
。
右
の
『
謡
鏡
』
の
記
事
は
、能
と
平
家
物
語
の
関
係
を
多
角
的
に
論
じ
た
〔
伊
海
二
〇
一
九
〕

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
但
し
同
稿
で
は
「
道
見
伝
書
」
へ
の
言
及
は
な
い
。

17 

こ
の
条
文
の
内
容
と
表
現
は
、〔
大
山
一
九
五
九
：
二
九
九
〕
に
紹
介
さ
れ
る
木
食
朝
意
の
『
五
音
口

訣
』「
呂
律
事
」
の
一
節
「
呂
ハ
和
ラ
カ
ニ
シ
ヅ
カ
ナ
リ
、
律
ハ
少
シ
高
ク
、
聲
色
モ
別
ナ
リ
」
に
よ

く
似
て
い
る
。〔
吉
岡
二
〇
二
〇
〕
は
朝
意
の
『
声
明
師
秘
事
』
よ
り
右
と
同
内
容
の
文
を
紹
介
し
、

こ
れ
が
思
想
上
で
は
な
く
実
唱
上
の
理
論
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
木
食
朝
意
は
慶
長
四

年
（
一
五
九
九
）
に
八
二
歳
没
と
さ
れ
る
の
で
（〔
大
山
一
九
五
九
：
一
九
六
〕）、
も
し
本
書
が
朝
意

の
影
響
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、第
八
・
九
条
の
成
立
年
代
は
「
永
正
元
年
」
よ
り
か
な
り
下
る
こ
と
に

な
る
。
本
書
の
部
分
ご
と
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
未
だ
判
断
材
料
が
な
く
、
引
き
続
き
の
課
題
と

し
た
い
。

18 

〔
伊
海
二
〇
一
九
〕
は
、
能
に
お
け
る
平
家
節
に
つ
い
て
室
町
期
か
ら
近
代
ま
で
の
資
料
を
挙
げ
、
ど

の
文
献
に
も
平
家
節
の
具
体
像
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
稿
で
は
、謡
の「
呂

の
調
子
」
と
「
平
家
節
」
お
よ
び
〈
景
清
〉「
松
門
の
謡
」
の
三
者
を
関
連
付
け
る
説
が
近
代
以
降
に



（
二
十
四
）
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流
布
し
た
と
し
、
そ
れ
は
「
平
家
節
」
と
い
う
言
葉
が
「
松
門
の
謡
」
の
特
殊
性
を
〈
形
象
化
〉
す

る
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
推
論
し
て
い
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、「
道
見
伝

書
」
で
は
「
松
門
の
謡
」
を
「
呂
の
声
稽
古
哥
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
事
が
後
補
の
も
の
だ

と
し
て
も
、
両
者
の
関
連
付
け

0

0

0

0

は
江
戸
初
期
以
前
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
但
し
「
道
見
伝
書
」
に
お

い
て
「
松
門
の
謡
」
は
、
平
家
節
で
は
な
く
謡
特
有
の
ふ
し
と
さ
れ
て
い
る
と
、
本
稿
は
考
え
て
い

る
。

19 

「
音
曲
の
過
た
る
や
う
に
て
面
白
が
ら
す
る
や
う
に
謡
ふ
事
、聞
に
く
き
物
に
て
候
」（
金
春
禅
鳳
『
五

音
之
次
第
』）、「
鳴
物
は
手
の
打
度
を
病
と
す
。
謡
は
音
曲
の
謡
た
き
事
を
病
と
せ
り
」（『
八
帖
花
伝

書
』
第
三
巻
）「
唄
を
教
ゆ
る
に
、初
心
の
人
に
は
音
曲
な
き
み
じ
か
き
詠
の
祝
言
が
ち
な
る
を
教
え

て
、
次
第
〳
〵
に
子
細
有
べ
し
」（『
宗
筠
袖
下
』）
な
ど
。

20 

『
音
律

華
集
』
は
正
平
一
二
年
（
一
三
五
七
）
頃
の
成
立
。
金
春
家
伝
来
の
写
本
が
般
若
窟
文
庫

（
般
02
／
０
０
３
）
と
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
（
研2156

）
に
伝
存
す
る
。

21 

〈
景
清
〉
は
外
組
。
六
徳
本
内
組
は
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
刊
行
。

22 

ゴ
マ
点
を
、
モ
ー
ラ
数
で
な
く
仮
名
書
き
し
た
場
合
の
文
字
数
に
当
て
る
「
字
数
式
」
記
譜
法
に
つ

い
て
は
〔
松
居
二
〇
一
一
〕
に
詳
し
い
。
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、
東
・
拾
の
依
拠
し
た
謡
本
の
解

明
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
後
考
と
し
た
い
。

23 

詞
に
つ
い
て
は
、
東
の
み
「
寒
暖
を0

」
と
す
る
小
異
が
あ
る
。

24 

ツ
ヨ
吟
・
ヨ
ワ
吟
の
混
合
に
対
す
る
研
究
と
し
て
は
〔
広
瀬
一
九
五
二
〕〔
遠
藤
一
九
八
一
〕〔
同

一
九
八
三
〕
が
あ
る
。〔
遠
藤
一
九
八
一
〕
で
は
、
ツ
ヨ
吟
・
ヨ
ワ
吟
の
混
合
曲
が
「
拍
子
不
合
の
詠

ノ
リ
型
、
サ
シ
ノ
リ
型
、
詞
に
重
点
の
あ
る
小
段
」
に
多
い
こ
と
を
統
計
的
に
証
明
し
て
い
る
。

25 

金
春
流
謡
本
は
『
金
春
流
謡
曲
百
番
集
』（
一
九
九
〇
、
金
春
信
高
、
金
春
円
満
井
会
出
版
部
）、
観

世
流
謡
本
は
『
観
世
流
百
番
集
』（
一
九
七
九
、
観
世
左
近
、
檜
書
店
）
に
よ
っ
た
。

26 

『
謡
之
秘
祓
条
々
』は
享
保
四
年
竹
村
孫
之
進
益
純
筆
。
竹
村
は
十
三
代
観
世
滋
章
の
弟
子
。
五
音
へ

の
対
応
を
想
定
し
た
五
種
類
の
吟
に
つ
い
て
は
〔
丹
羽
二
〇
〇
九
〕
の
研
究
が
あ
る
。
但
し
同
稿
の

「
五
吟
」
に
ス
ネ
吟
は
含
ま
れ
な
い
。

27 

『
手
塚
亮
太
郎
口
伝
集
』（
一
九
三
四
、
謡
曲
大
講
座
刊
行
会
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

資
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
順
不
同
。
★
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
公
開
あ
り
）

『
五
音 

観
世
道
見
書
物
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫 

二
―
一
七
★

『
音
曲
秘
伝
書
』
東
北
大
学
附
属
図
書
館 

八
二
―
五
七
―
八　

『
謡
曲
拾
穂
鈔
』
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館 

伝
六
四

「
華
伝
抄
」（『
音
曲
秘
説
』）
宮
内
庁
書
陵
部D
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★

『
音
曲
秘
事
』
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫 

五
―
二
―
三
―
二
五　

『
五
音
之
次
第
』（『
素
謡
要
畧
』）
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー 

五
―
二
―
三
―
六
二

『
五
音
』
京
都
観
世
会
浅
野
文
庫 

二
二
六

『〔
観
世
元
忠
〕
筆
巻
子
本
音
曲
伝
書
』
観
世
文
庫 

1
／
1
／
5 

★

『
観
世
元
尚
筆 

音
曲
之
内
ニ
六
の
大
事
』
観
世
文
庫 

1
／
1
／
6 

★

『
音
曲
十
五
之
次
第
』
観
世
文
庫 

1
／
6
／
2 

★

『
音
曲
口
内
六
之
大
事
』
観
世
文
庫 

1
／
2
／
9 

★

『
聞
書
色
々
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所 

研
一
三
六
四
八　

★

『
小
謡
曲
舞
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫 

一
―
九
七　

★

『
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所 

研
一
四 

★

『
下
間
少
進
手
沢
車
屋
謡
本
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所 

研
二
七

『
謡
秘
秡
条
々
』
法
政
大
学
鴻
山
文
庫 

三
七
66 

★　

『
花
伝
髄
脳
記
』
法
政
大
学
鴻
山
文
庫 

三
七
1　
　
　

『
金
春
流
曲
法
秘
伝
書
』
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館 

伝
四
五

『
謡
秘
伝
鈔
』
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館 

伝
四
七

『
諷
学
法
』
法
政
大
学
鴻
山
文
庫 

三
七
70

『
貞
享
三
年
霜
月
外
組
六
徳
本
』
法
政
大
学
鴻
山
文
庫 

八
14

『
音
律

華
集
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫 

般
二
―
三 

★

　
　
　
　
　
　

 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所 

研
二
一
五
六 

★

参
考
文
献

伊
海
孝
充　

二
〇
一
九　
「
能
と
平
家
物
語
の
関
係
を
め
ぐ
る
諸
相
―
詞
・
音
楽
・
劇
―
」『
楽
劇
学
』
第

二
六
号
、
東
京
、
楽
劇
学
会
、
五
八
―
六
六
。

遠
藤
由
宇
子　

一
九
八
一　
「
ツ
ヨ
吟
と
ヨ
ワ
吟
の
接
点
に
つ
い
て
」『
能　

研
究
と
評
論
』
第
一
〇
号
、

東
京
、
月
曜
会
、
一
―
九
。

遠
藤
由
宇
子　

一
九
八
三　
「
二
段
変
化
と
ヨ
ワ
吟
の
関
連
に
つ
い
て
」『
能　

研
究
と
評
論
』
第
一
一
号
、

東
京
、
月
曜
会
、
二
五
―
三
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Vocal music theory read from the Utai Densyo (a book of secrets 
of Noh songs) with signature of Kanze Dôken (観世道見) 
in the first year of Eisyô (1504) ―focus on “ryo no koe” 

(low and thick voice)

TAKAHASHI Yoko

In a book that Kanze Dôken is said to have written in 1504, it says the opposite of Zeami's music theory. In other words, 

in this book,  ryo （low and thick voice） is applied to songs of grief, and ritu （high and thin voice） is applied to songs of 

celebration. Conventionally, it is believed that the special singing method of tsuyogin （strong singing） was born from the 

voice of celebration, but according to the theory of this book, it is possible that tsuyogin was born from the voice of grief.

In this paper, I perform an overall commentary of this book in Chapter1, and show the inference that “ryo no koe”, which 

expresses grief, promoted an appearance and development of tsuyogin in Chapter 2.

Keywords:   vocal techniques in utai,  Tsuyogin,  Yowagin,  Rituryo （musical temperament）,  Syûgen・Bôoku （voice of 

celebration or grief）


